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Ⅰ．はじめに　

　看図アプローチは，絵図や写真等のビジュアル

テキストの読解を基盤として授業をつくっていく

アプローチであり，絵図をみて文章を書く看図作

文はその中心的な学習活動である（鹿内 2014，

2015；鹿内・石田 2025）。その実践は学校の教

科学習を中心に蓄積されてきた。一方，学校外の

活動，とりわけ企業や自治体と連携した社会連携

活動の中で看図アプローチがどのように機能する

かについては，まだ報告が少ない。

　第一著者の白川は，名城大学社会連携センター

の職員として，学生の課外活動自主団体「もじ

もじ」の活動を伴走支援してきた。もじもじは

2025 年度，株式会社デンソーが推進する産官学

連携事業「サステナハニー公園プロジェクト」に

参画し，廃材ウォールアートの原画制作と，その

絵を素材にした物語づくりを担った。

　本稿の目的は次の三つである。第一に，看図作

文の教材として機能する絵を学生が「つくる」に

至った過程を記録すること。第二に，その絵を用

いた看図アプローチと物語づくりワークショップ

の実際を，追試可能なかたちで示すこと。第三

に，成果物が地域社会に公開されるまでの道筋を

示し，学校外における看図アプローチの展開可能

性を検討することである。

　なお，本稿の著者らの役割を先に明示してお

く。ウォールアート原画の制作主体はもじもじで

あり，作画は青山が担い，白川は助言者として関

わった。物語づくりワークショップは，設計と指

導を白川が，運営や成果物のまとめを青山・鷲見・

前田らもじもじが担った（ただし鷲見は，ワーク

ショップ当日は発熱で運営には不参加）。本稿の

実践報告

産官学連携プロジェクトにおける看図作文教材の

作成と物語づくりワークショップの実践
―廃材ウォールアート原画から物語「月と花の記憶」が生まれるまで―

白川陽一 1)・青山恭子 2)・鷲見章伍 2)・前田クリスチャン瑞貴 2)

SHIRAKAWA Yoichi　AOYAMA Kyoko　SUMI Syogo　MAEDA Christian Mizuki 

キーワード：看図作文・看図アプローチ・物語づくり・産官学連携・大学生

概　要
　本稿は，産官学連携事業「サステナハニー公園プロジェクト」において，大学生の課外活動団体が看

図作文の教材として機能する絵を自ら作成し，その絵を用いた物語づくりワークショップを経て物語「月

と花の記憶」を創作するまでの実践を報告するものである。本実践の特色は，多様な読み取りを誘発す

るビジュアルテキストを学生が「つくる」側に回った点と，看図アプローチによる読解を物語創作に接

続した点にある。完成した物語は，廃材ウォールアートに埋め込まれた QR コードと Web サイトを通

して地域社会に公開された。学校外における看図アプローチ展開の一事例として報告する。
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執筆は，伴走支援者である白川が担当した。

Ⅱ．実践の前史－学生団体「もじもじ」と看図ア
プローチ
Ⅱ－１　もじもじの活動
　もじもじは，2023 年，名城大学「チャレンジ

支援プログラム」（各学部から選抜された学生が，

正課外でセミナー受講や自ら設定した課題の実践

に取り組む全学プログラム）での学びをきっかけ

に生まれた課外活動自主団体である。2 年目から

は，学生グループの自主的な学習活動を大学が助

成する「Enjoy Learning プロジェクト」の採択を

受けて活動を続けた。「書くこと・みること」を

通じた自己表現と交流を活動の軸とし，声を使わ

ず筆談だけで交流する「筆談カフェ」などの実践

を重ねてきた。メンバーたちは活動を通して，書

くことには「頭の中を整理できる」「時間をかけ

て言葉を選べる」「自身の感性や経験が言葉にな

る」という効果があることに気づいていった。こ

の気づきが，のちの看図作文実践の土壌となった。

　活動の重心は年を追って移っていった。1 年目

は「手紙」「筆談」といった型のある文字コミュ

ニケーションの実践。2 年目は「書くことは自分

を掘り下げることである」という書くことそのも

のの本質に迫る実践へ。そして「もし自分が小中

学生のときに書くことの奥深さに触れていたら」

という問いから，活動の対象を子どもたちや学外

へと広げていった。看図アプローチは，この移行

のただなかで出会われた方法である。

Ⅱ－２　看図アプローチとの出会いとオリジナル
教材の開発
　もじもじの活動が 3 年目に入る際，白川は，

もじもじの「書くこと」への関心をさらに発展さ

せる方法として看図アプローチを紹介した。もじ

もじはまず，既存の看図作文教材を用いた活動を，

白川の模擬ワークショップを通して体験した。そ

のうえで，オリジナルの看図作文教材の開発に取

り組んだ。漫画家・今日マチ子氏の画集『センネ

ン画報』『センネン画報　その 2』（今日 2008，

2010）の絵と，氏田（2018）が広めた「54 字

の物語」の形式（9 × 6 マスの正方形型の原稿用

紙に作文するフォーマット）を組み合わせ，絵

をみて 54 字ちょうどの超短編小説を書くという

ワークである注 1。今日氏の作品は絵のみで物語

が紡がれるため多様な受け取りが可能であり，ビ

ジュアルテキストとして適していると判断した。

　この教材を用いたワークショップは，2024 年

8 月から 9 月にかけて名古屋・神戸・札幌で集中

的にトライアル実践された。名古屋は対面で，神

戸・札幌は白川が現地で対面のサポートを行うハ

イブリッド形式で実施した。実践は同年 11 月の

大学祭「もじもじ展覧会」などでも継続された。

もじもじが看図アプローチの「みる」と「書く」

の接続を団体として体得していたことが，次章以

降の実践の前提となっている。なお，もじもじは

2025 年 3 月，藤田医科大学看図アプローチ研究

会において，看図アプローチとの出会いから後述

のサステナハニー公園プロジェクト・物語づくり

ワークショップまでの展開を発表する機会も得て

いる（全国看図アプローチ研究会 2025）。

　実践全体の経過を表 1 に示す。

表 1　実践の経過（2023 年 5 月～ 2026 年 3 月）

実践全体の経過を表 1に示す。この年表が示すように，本実践は単発の出来事ではない。

「書くこと」の実践を土壌として，看図アプローチを「体験する」段階から，既存の絵で「実

践する」段階を経て，読み取られる絵と物語を「つくる」段階へ，そして成果物を地域社会に

「届ける」段階へ。約 2年をかけた段階的な育ちの到達点として，次章以降の実践がある。 

表 1 実践の経過（2023年 5月～2026年 3月） 

段段階階 時時期期 出出来来事事 

土壌：書く 
2023年 5月 チャレンジ支援プログラムから学生団体「もじもじ」誕生 

2023年度 「筆談カフェ」等，「書くこと」を軸にした交流の実践 

体験する 

2024年 4月 
Enjoy Learningプロジェクト採択。テーマ「書くことを通し

て自分の内面を見つめる」 

2024年 5～8月 
看図アプローチと出会い，既存教材を体験。オリジナル教材

（今日マチ子氏の絵×54字の物語）を開発 

実践する 

2024年 8～9月 
名古屋・神戸・札幌でワークショップのトライアル実践（名

古屋は対面，神戸・札幌はハイブリッド） 

2024年 11月 
大学祭「もじもじ展覧会」開催（ワークショップ実践で生ま

れた作品の展示）。名古屋市青少年交流プラザで看図アプロ

ーチを応用したオリジナル教材第 2弾を活用した企画実施※  

2024年 12月 
名城大学社会連携フォーラムにて「もじもじ展覧会」のバー

ジョンアップ版を出展 

2025年 3月 
名古屋市青少年交流プラザで看図アプローチを応用したオリ

ジナル教材第 3弾を活用した企画実施※ 

つくる 

2025年 1月 
サステナハニー公園プロジェクトに参画。看図アプローチの

考え方を応用したウォールアート原画第 1草案完成（1月末） 

2025年 2月 物語づくりワークショップの講師・進行の分担を検討 

2025年 3月 15日 白川からもじもじへ物語づくりワークショップの手法を伝授 

2025年 3月 26日 物語づくりワークショップ実施（本稿Ⅴ） 

2025年 3月 藤田医科大学看図アプローチ研究会にて本実践の進捗を発表 

届ける 

2025年 5月 
第 2回サステナハニーマルシェ（刈谷市相生公園）でウォー

ルアート披露（刈谷市長訪問，簡易インタビューを受ける） 

2025年 11月 
ウォールアートがデンソー本社に継続展示。物語「月と花の

記憶」note公開（11月上旬） 

2026年 3月 
書籍『R.P.G.－Roads we Pave start to Glow.－』刊行

（物語を収録，国立国会図書館収蔵） 

 

ⅢⅢ．．ササスステテナナハハニニーー公公園園ププロロジジェェククトトのの概概要要とと体体制制 

サステナハニー公園プロジェクトは，株式会社デンソーが 2015年から取り組む「みつばちプ

ロジェクト」を起点とした循環型社会づくりの事業である。同社本社（愛知県刈谷市）に隣接

する相生公園を「循環型社会のフラッグシップ公園」として再生する構想のもと，廃材を活用

したウォールアート（3.6m×1m）の制作が計画された。 
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体 Miakks が特設 Web サイトの開発を担った（名

城大学 2026）。

　物語づくりの契機となったのは，株式会社デン

ソー内で実施された原画発表会議で出された「（絵

は）自由に解釈してほしい。でも，想像のきっか

けがあるとより良いかもしれない」という企業側

の声である。「自由な解釈」と「想像のきっかけ」

の両立という課題に対して，看図アプローチによ

る物語づくりが解になりうると考えられた。

Ⅳ．看図作文教材としてのウォールアート原画の
作成
　もじもじが掲げた原画のコンセプトは「この作

品には『答え』がない」であった。いろいろな読

み取りが可能な要素を絵の中に配置することに

よって，ウォールアートの前で鑑賞者が立ち止ま

り，あれこれと考えを巡らせることを意図した注2。

　原画には，多義的な読み取りを誘発する仕掛け

が意図的に埋め込まれている。まず，空飛ぶ汽車

と，その窓辺にたたずむ少年。汽車がどこへ向か

うのか，少年が何を考えているのかは，絵の中で

は確定しない。次に，複数の「対比」の構造であ

る。咲き乱れる花と枯れた花，緑豊かな自然とビ

ル群，ゴミの山と星空。これらは環境問題を軸と

しながらも，単一の解釈に収束しない配置とした。

画面には「フカンしてみよう，ぼくたちに 足り

ないとこ，足りすぎているとこ」というメッセー

ジが添えられた。

　これらの仕掛けは，もじもじが看図作文の実践

で体験してきた「みる」活動，すなわち絵から

「もの」「こと」を取り出し，要素を関連づけ，描

かれていないことを想像するという読解のプロセ

スを，今度は読み手に生じさせる側として設計し

直したものといえる。看図アプローチにおける教

材デザインの理論と方法については石田（2025）

に詳しいが，本実践の特色は，学生自身が教材デ

ザインの主体となった点にある。原画は 2025 年

1 月末の第 1 草案を経て完成した（図 1）。

Ⅴ．物語づくりワークショップの実践
Ⅴ－１　実施概要
　完成した原画を用いた物語づくりワークショッ

プは，2025 年 3 月 26 日，名城大学ナゴヤドー

ム前キャンパス西館 2 階・社会連携ゾーン shake

で実施された。参加者は学内の学生 4 名である。

時間は 10 時から 16 時（うち 12 時から 13 時は

昼食休憩）を設定したが，学生によるワークショッ

プ進行（ファシリテーション）のスキルの問題で，

実際はそれより多くの時間がかかっている。

　実施に至る役割分担の経緯も記しておきたい。

2025 年 2 月のもじもじミーティングでは，ワー

クショップの講師を白川が担う案と，もじもじが

担う案が検討された。白川が講師を務めれば，も

じもじメンバーも物語のつくり手として参加でき

る。一方，もじもじが進行を担えば，もじもじの

実践の履歴となる。検討の結果，同年 3 月 15 日

に白川からもじもじへファシリテーションの手法

を伝授するミーティング（ワークショップ）を

行ったうえで，当日の運営・進行はもじもじが担

い，白川は設計と指導・助言にまわることとした。

あわせて，白川が通常用いているフルセットでは

標準的に 6 時間を要する設計を，絵の読み解き

図 1　ウォールアート原画（作画：青山恭子）
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から入る二部構成の短縮版に再構成した。すな

わち，看図アプローチによる読み取り（第一部）

と物語づくり（第二部）である注 3。

Ⅴ－２　第一部：看図アプローチによる読み取り
　第一部では，原画をビジュアルテキストとし

て，次の 5 つの発問による読み取りを行った。

発問 1「この絵にはどんな『もの』が描かれ

ていますか。5 つ取り出してください」。

発問 2「この絵にはどんな『こと』が描かれ

ていますか。4 つ取り出してください」。

発問 3「この絵には，いろいろな『対比』が

描かれています。3 つ取り出してくだ

さい」。

発問 4「この汽車は，どこに向かっているの

でしょうか」。

発問 5「汽車に乗っている人物は，どんなこ

とを考えているのでしょう」。

　この 5 つの発問は，看図アプローチの「もの

こと原理」に基づいて設計した。看図アプロー

チでは，ビジュアルテキストの読み解きは 3 つ

の活動によってなされると考えられている。描

かれている「もの」を「言葉」に置き換える「変換」，

ビジュアルテキストを構成している諸要素を相

互に関連づける「要素関連づけ」，描かれている

「こと」を超えて発展的に考えていく「外挿」で

ある（鹿内・石田 2025， p.20）。本実践の発問 1

は「もの」の取り出し（変換）を，発問２は「こと」

の取り出し（要素関連づけ）を，発問 3 は「対比」

に着目させることによる要素関連づけを，発問 4・

5 は汽車の行き先や人物の心情という，描かれて

いないことがらへの外挿を，それぞれねらった

ものである（図 2）。

　参加者は各自の読み取りを，発問ごとに色分

けした付箋紙に書き出し，ホワイトボードに掲

示した原画の該当箇所に直接貼りながら全体で

図 2　看図アプローチ・シート（白川作成）
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共有した（図 3）。付箋には「電車が空を飛んで

いる」「男の子悲しそう」といった読み取りに加え，

「今いる星を捨てて出ていく」「この電車どこへ？」

のような外挿的な読みが現れた。一枚の絵から多

様な読みが生まれること自体を参加者が実感する

ことが，第二部の物語づくりへの動機づけとなる。

図 3　第一部の読み取りの様子（原画に付箋を貼りながら共有）

Ⅴ－３　第二部：物語づくり
　第二部では，第一部で生成された読みを物語に

組織化した。手順は二段階である。

　第一段階は「コンセプトシート」である。参加

者は共有された付箋の中から手がかりを選び，「◯

◯な主人公が，◯◯という世界で，◯◯になる，

◯◯な物語」という穴埋めの一文に物語の核を凝

縮する。あわせて象徴イメージを描き，仮タイト

ルを考える。参加者 4 名が作成したコンセプト

シートを図 4 に示す。たとえばある参加者は，「月」

「廃材の山」「花が枯れてる　悲しそう」「電車が

空を走っている」という付箋を選び，「部屋に閉

じこもりがちな主人公が，ごみに侵食されていく

世界で，月星人と枯れた花を救う，チャレンジと

成長の感動的な物語」（タイトル「月へはばたく

図 4　参加者 4 名のコンセプトシート（参加者の同意を得て掲載）
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地球人留学生」）というコンセプトをまとめた。

ほかの参加者からも，「星間の行き来があたり前」

な世界を舞台にした「星間鉄道の朝」，「明るさと

暗さに支配された世界」で革命家になる「この星

を変える！」，「ゴミとキラキラが隣り合う世界」

の冒険物語と，同じ絵から異なるコンセプトが生

まれた。

　第二段階は「ストーリーメイク・シート」であ

る。これは大塚（2013）の物語論を元に白川が

設計した 26 の質問群で，前半 14 問で主人公の

内的な領域（欠けているもの，内的変化の定義，

敵対者・助手・賢者）を，後半 12 問で物語の構

造（日常世界，危機，旅立ち，最も遠い場所，帰

還）を順に決めていく。質問に答えるだけで物語

の骨組みが立ち上がるため，創作の経験がない参

加者でも取り組みやすい。コンセプトシートで物

語の原型をつくり，ストーリーメイク・シートで

構造化するという二段階の設計は，白川が前職の

青少年教育施設に在職中の 2010 年代後半に開発

し，同施設の若者向けイベント等で数年にわたり

実践・改良を重ねてきたものである。追試の便の

ため，26 の質問の全文を表 2・表 3 に示す。

表 2　ストーリーメイク・シート　第 1 部「主人公の内的な領域を設計する」（14 の質問）

第二段階は「ストーリーメイク・シート」である。これは大塚（2013）の物語論を元に白川

が設計した 26の質問群で，前半 14問で主人公の内的な領域（欠けているもの，内的変化の定

義，敵対者・助手・賢者）を，後半 12問で物語の構造（日常世界，危機，旅立ち，最も遠い場

所，帰還）を順に決めていく。質問に答えるだけで物語の骨組みが立ち上がるため，創作の経

験がない参加者でも取り組みやすい。コンセプトシートで物語の原型を作り，ストーリーメイ

ク・シートで構造化するという二段階の設計は，白川が前職の青少年教育施設に在職中の 2010

年代後半に開発し，同施設の若者向けイベント等で数年にわたり実践・改良を重ねてきたもの

である。追試の便のため，26の質問の全文を表 2・表 3に示す。 

 

表 2 ストーリーメイク・シート 第 1部「主人公の内的な領域を設計する」（14の質問） 

問問 質質問問 

問 1 物語の主人公について思いつくまま述べてください。 

問 2 
主人公が現在抱えている問題を「主人公が◯◯が欠けている状態にある」という形で表現してくだ

さい。欠けているものをまず具体的に述べ，そして，それが何の象徴かを一言で表してください。 

問 3 

主人公の「現在」のイメージに一番近いものを次の 4つから選んでください。 

①まだ運命を自覚していない，普通の人（ゼロの状態） 

②何らかの社会的地位や成功の状態の人（プラスの状態） 

③かつて成功したが，今はうまくいっていない人（プラス→マイナスの状態） 

④全く成功していない人（マイナスの状態） 

問 4 
主人公について「主人公は○○の状態で××を求めているが最後に△△になる」というシンプルな

一文にまとめてください。これは主人公の内的な変化の定義です。 

問 5 主人公の現在に影響を与えた「過去」について考えてください。 

問 6 
問 5の答えをふまえて，主人公が「欠けているもの」を手に入れるために誰かから与えられる（あ

るいは自らこなさなくてはならない）具体的な課題やミッション，クエストを考えてください。 

問 7 その外的な目的や課題を最終的に達成するか否かを決めてください。 

問 8 その結果，（象徴的に）手に入れるもの，もしくは失うものは何ですか。 

問 9 

主人公の目的達成を妨害する中心的キャラクター「敵対者」は誰ですか。（例：悪人，ライバル，

競争相手，主人公の負の側面を具現化した鏡像的な人物〔影：シャドウ〕）（※「社会」「世界」

のように形を持たない場合もあるが，主人公とは別の人物として当てはめる方が参加者には分かり

やすい） 

問 10 主人公と敵対者の価値観・考え方はどう違いますか。 

問 11 主人公の傍らにいて目的達成を助けるキャラクターは誰ですか。【助手（依頼者）】 

問 12 主人公を助ける中心的キャラクターが主人公を助けるのはなぜですか。 

問 13 
主人公を守ったり，主人公が成功するポイントとなる力，アイテム，アイデア，知恵などを与えて

くれるキャラクターは誰ですか。【賢者（贈与者）】 

問 14 
そのキャラクターから，主人公が援助を受けるのはなぜですか。（※助手＝賢者になる場合もあ

る。助手は主人公と行動を共にし，賢者は行動を共にしない，というイメージ） 

 

 

 



産官学連携プロジェクトにおける看図作文教材の作成と物語づくりワークショップの実践
（白川陽一・青山恭子・鷲見章伍・前田クリスチャン瑞貴）

10

　ストーリーメイク・シートには，26 の質問へ

の回答を 1 枚の構造図に集約する「物語を図示

してみよう！」のページが含まれている（図 5，

次頁に拡大版再掲）。主人公が日常世界を出発し，

非日常の世界で試練や出会いを経て，最も危険な

場所に至り，日常へと帰還するまでの道筋を一本

の曲線で表した図であり，大塚（2013）を参考

にしている。図中の曲線上には各質問の回答が入

る位置（使者・賢者・第一関門・敵対者・得たもの・

失ったものなど）が示されている。ワークショッ

プでは，このページを拡大印刷して掲示し，参加

者は質問に答えるたびに，回答を書いた付箋を図

の該当箇所に貼っていった。

　ここで注意したいのは，図 5 をみるとわかる

ように，質問の順番と「はじめ・なか・おわり」

という物語の筋の順番とが，必ずしも対応してい

ないことである。たとえば主人公の内的変化（問

4）の回答は物語の終わり近くに，欠けているも

の（問 2）は物語の冒頭に位置づく。
図 5　「物語を図示してみよう！」のシート（白川作成）

表 3　ストーリーメイク・シート　第 2 部「物語の構造を組み立てる」（12 の質問）表 3 ストーリーメイク・シート 第 2部「物語の構造を組み立てる」（12の質問） 

問問 質質問問 

問 15 主人公の生きている「日常世界」はどういう場所・環境ですか。 

問 16 その日常に危機が迫っていることを予感させる出来事は。 

問 17 その日常はどのように具体的に脅かされますか。 

問 18 
主人公に行動を起こさせるきっかけになる「使者（依頼者）」は誰ですか。（人とは限らず，ある

出来事がきっかけとして機能する場合もある。行動の起こし方には「探索者型〔目的のために旅立

つ〕」と「被害者型〔わけもわからず巻き込まれる〕」の2パターンがある） 

問 19 
主人公が行動を起こすことをためらったり，誰かにとめられたりします。そのくだりを必ず作って

おいてください。 

問 20 
主人公の行動に対してタブーを与えますか。（主人公の行動を制限するルールやキャラクターの設

定） 

問 21 主人公が物語の中で到達する「日常」と最も離れた場所はどこですか。 

問 22 主人公はそこで直面した問題をどう解決し，結果，どう変わりますか。 

問 23 主人公は，どのように日常の世界へ帰還していきますか。 

問 24 主人公が目的を達成するために失ったものは何ですか。 

問 25 敵対者と対峙したとき，主人公は理解・和解しますか。もしくは許さないとしたら何故・どこが。 

問 26 物語の結末において主人公の生きる環境はどう変わりますか。 

 

ストーリーメイク・シートには，26 の質問への回答を 1枚の構造図に集約する「物語を図示

してみよう！」のページが含まれている（図 5）。主人公が日常世界を出発し，非日常の世界で

試練や出会いを経て，最も危険な場所に至り，日常へと帰還するまでの道筋を一本の曲線で表

した図であり，大塚（2013）を参考にしている。図中の曲線上には各質問の回答が入る位置

（使者・賢者・第一関門・敵対者・得たもの・失ったものなど）が示されている。ワークショ

ップでは，このページを拡大印刷して掲示し，参加者は質問に答えるたびに，回答を書いた付

箋を図の該当箇所に貼っていった。 

ここで注意したいのは，図 5をみるとわかるように，質問の順番と「はじめ・なか・おわ

り」という物語の筋の順番とが，必ずしも対応していないことである。たとえば主人公の内的

変化（問 4）の回答は物語の終わり近くに，欠けているもの（問 2）は物語の冒頭に位置づく。

したがって参加者は，質問には順番に答えながら，付箋を貼る手は図の上を行きつ戻りつする

ことになる。この往復によって，参加者は物語を頭から順に書くのではなく，全体の構造を眺

めながら組み立てていくことになる。回答が図に集約されていくにつれて，物語の全体像が参

加者全員に見えるようになった（注 4）。 

図示に続くシートの最終ページは「物語をまとめよう！」である（図 6）。ここでは，図 5で

構造化してきた物語を，文章としてまとめ直す。まず設定を確かめる。日常の世界はどんな場

所か，主人公はどんなキャラクターか，そして主人公の内的変化を「主人公は○○の状態で

××を求めているが最後に△△になる」の構文で表す。次に，〈日常の世界（問 15）〉にいる

主人公が〈使者（問 18）〉によって〈非日常の世界〉にふれ，〈賢者（問 13）〉の支援を得て

試練を切り抜け，〈最も危険な場所（問 21）〉で〈敵対者（問 9）〉と対峙し，〈新しい日常
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図 5　（再掲）
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　したがって参加者は，質問には順番に答えなが

ら，付箋を貼る手は図の上を行きつ戻りつするこ

とになる。この往復によって，参加者は物語を頭

から順に書くのではなく，全体の構造を眺めなが

ら組み立てていくことになる。回答が図に集約さ

れていくにつれて，物語の全体像が参加者全員に

見えるようになった注 4。

　図示に続くシートの最終ページは「物語をまと

めよう！」である（図 6）。ここでは，図 5 で構

造化してきた物語を，文章としてまとめ直す。ま

ず設定を確かめる。日常の世界はどんな場所か，

主人公はどんなキャラクターか，そして主人公の

内的変化を「主人公は○○の状態で××を求めて

いるが最後に△△になる」の構文で表す。

図 6　「物語をまとめよう！」のシート（白川作成）
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　次に，〈日常の世界（問 15）〉にいる主人公が

〈使者（問 18）〉によって〈非日常の世界〉にふれ，

〈賢者（問 13）〉の支援を得て試練を切り抜け，〈最

も危険な場所（問 21）〉で〈敵対者（問 9）〉と

対峙し，〈新しい日常の世界（問 26）〉へ帰還する，

という穴埋め式の「あらすじの構文」に回答をは

め込み，あらすじを完成させる。最後は「もう一

回，この物語を一言でまとめてみてください」と

いう問いで締めくくられる。この作業は，行きつ

戻りつしながら組み上げてきた物語の筋を一本に

固定するとともに，それが何についての物語なの

かという意味を，参加者自身の言葉で与え直す過

程である。

　ワークショップでは，作成されたコンセプト

シートの中から「物語づくりをしたい 1 枚」を

選び，ストーリーメイク・シートの問いを通して

次のプロットがつくられた。「世界は本だけで理

解できると信じ，外へ出ることのなかった主人公

が，伝染病の蔓延する世界で，病にかかったお母

さんを助けるため，人生でたった一度しか乗るこ

とのできない月行きの汽車に乗り，治す方法を探

しに行く物語」。第一部の読み取りで出された「汽

車の行き先」「少年の心情」への外挿が，そのま

ま物語の骨格に転位していることがわかる。

　ワークショップの終盤には，参加者がこのプ

ロットを全体に向けて発表し，質疑を行った注 5。

当日の録画記録には，表 2 の問 4 の型を用いて

主人公の内的変化が「内気な性格で外への関心を

求めているが，最後に未来への希望を抱けるよう

になる」と定義されたこと，また，月での滞在時

間を示す砂時計，主人公とそっくりの月の住人ナ

ツ，帰りの汽車で失われる記憶，廃材からつくら

れた汽車といった設定が示されたことが残されて

いる。発表に対しては「なぜ滞在にタイムリミッ

トがあるのか」「父親は月の記憶を失っているの

ではないか」といった問いが投げかけられ，答え

るなかで設定が練り上げられていった。完成作「月

と花の記憶」の骨格をなす設定の多くが，この時

点ですでに参加者の協同によって生成されていた

ことがわかる。

Ⅵ．成果－物語「月と花の記憶」と社会実装
Ⅵ－１　物語の完成と原画要素の反映
　ワークショップでつくられたプロットは，その

後もじもじメンバーによって推敲・執筆され，物

語「月と花の記憶」として完成した（学生団体も

じもじ 2025）。物語は，人の身体から植物が生

える世界を舞台に，毒花粉による「花病」にかかっ

た母を救うため，少年ハルが月行きの汽車に乗る

物語である。ハルは車中で自分とそっくりの少年

ナツと出会い，月で「記憶を宿す花」の力を借り

ながら，母を救う肥料のレシピを完成させる。た

だし月での記憶は，帰りの汽車を降りた瞬間にす

べて失われてしまう――。

　原画に埋め込まれた要素は，物語の随所に反映

されている。空飛ぶ汽車と窓辺の少年は物語の主

人公と乗り物に，咲く花と枯れた花の対比は「花

病」という環境問題のメタファーに，絵に添えら

れた「フカンしてみよう」のメッセージは，帰還

の場面の「足りないとこも，足りすぎているとこ

もある僕の星」という一節に，それぞれ結実した。

Ⅵ－２　社会実装
　成果物は多層的に公開された。ウォールアート

は廃材から生成されたフィラメントを用いた 3D

プリンターで製作され，2025 年 5 月 17 日，刈

谷市相生公園で開催された第 2 回サステナハニー

マルシェで披露された後（図 7，次頁掲載），同

年11月にはデンソー本社に移設展示された。アー

トには QR コードが埋め込まれ（図 8，次頁掲載），

現地で絵をみた人がそのまま特設 Web サイト（注

5）にアクセスし，制作の経緯と物語を読める導

線が整備された。物語の全文は note（学生団体

もじもじ 2025）で公開され，さらにもじもじ

の活動をまとめた書籍『R.P.G. － Roads we Pave 

start to Glow. －』（もじもじ編集室 2026）にも

収録された。同書は ISBN が付与され国立国会図

書館で閲覧可能である。
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Ⅵ－３　参加者および共著者（学生メンバー）の
振り返り
　実践から約 1 年半後の 2026 年 7 月，白川は

物語づくりワークショップ参加者 1 名および共

著者であるメンバー 3 名（うち 1 名は当日体調

不良のため欠席しており，準備段階および事後の

活動の視点から回答）に，実践を振り返る聞き取

りを行った。以下はその概要である。時間の経過

をふまえた回顧的な語りである点に留意された

い。

　ワークショップ参加者は，まず，参加者それぞ

れが空想をふくらませ共有し合う場の新鮮さを挙

げた。「普段生活をしている中で，空想を共有す

るみたいな場面がなかった」ため，一枚の絵をめ

ぐって皆が自分の世界を広げていく状況そのもの

が印象に残っているという。参加者が設定したコ

図 7　マルシェ内でのウォールアート展示の様子

図 8　ウォールアートに埋め込まれた QR コードにアクセスする様子
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ンセプトが完成した物語にどう活きたかについて

は，「正直，あんまり覚えていないところも多い」

と率直に語りつつ，完成作品には自分たちの提案

が汲み取られていると感じたと述べた。また，完

成した物語を読んで絵の価値がいっそう増したと

感じたこと，物語づくりが「参加者どうしの相互

理解」にも役立ったことを挙げ，作画者（青山）

の力量を再認識してその後の活動における信頼に

つながったと振り返った。なお，この参加者はの

ちに「もじもじ編集室注 6」に加わり，書籍『R.P.G. －

Roads we Pave start to Glow. －』内のいちコン

テンツである物語創作に，本ワークショップとほ

ぼ同じ手法で取り組んでおり，「物語の核をどこ

に置くか」という考え方にこのときの経験が活き

ていると語っている。

　当日の進行を担ったもじもじメンバーの一人

（前田）は，まず準備段階を挙げた。参加者に実

施する前に「自分たちもやっていなければ伝えら

れない」と考え，白川から今日マチ子氏の絵を用

いた模擬ワークショップをオンラインで受けたこ

と自体が楽しかったと振り返る。そのとき，同じ

情報を共有した状態から出発したにもかかわら

ず，もじもじメンバーそれぞれに異なるコンセプ

トシートができた。「ある程度長く一緒にいたと

思っていたけれど，まだこれくらい違いがあるん

だ」と感じ，想像力や物語への意味づけの違いを，

良いものとして受けとめる気づきの瞬間があった

という。当日のワークショップ運営については，

参加者から多様な意見が出るなかで「どれか一つ

にするのが絶対的に難しかった」と，統合の難し

さ（Ⅶ参照）を率直に語った。あわせて，この経

験の影響として，意見をまず多く出してから仕分

けるという進め方が大きな学びとなり，「しょう

もないと思うことでも，いつブレイクスルーが起

きるかわからないから，とりあえずみんなの前に

出してみる」姿勢はこの実践から始まったかもし

れない，と振り返っている。

　当日欠席したもじもじメンバー（鷲見）は，準

備段階として，手法を教わったミーティングを挙

げた。絵から物語を創作し，それぞれの解釈を話

し合いながらつくる過程が楽しかったこと，それ

ぞれの解釈の違いが，意見を組み合わせることで

まったく新しいものになることが新鮮だったとい

う。ワークショップ準備段階では，十分なアイデ

ア出しと時間の管理を両立させることが課題とな

り，メンバー同士で時間を意識しながらアイデア

を出す練習を重ねた。事後に完成したコンセプト

シートを見て，「参加してくださった方々の個性

が少しずつ混ざり合った素敵な作品ができそう

だ」と感じたと語る。物語づくりをしたことによっ

て，ウォールアートが，絵をみて楽しむだけでな

く読んで楽しめる作品になり，「第 2 回サステナ

ハニーマルシェ」で披露されたウォールアートを

前にして，来場した方に物語と作品を一緒に紹介

すると，普段の活動以上に興味を持ってもらえた

ことにやりがいを感じたという。実践全体を通し

て，人それぞれの捉え方があることを実感し，「他

の人のアイデアや意見にはっと驚くことがたくさ

んある。その体験がとても楽しい」「同じ絵から

でも，他と被らない唯一無二の物語をつくること

ができる」と振り返っている。

　作画を担い，当日の進行にも加わったもじもじ

メンバー（青山）は，ある参加者のコンセプト

シートを選んでプロットを考えるうち，最初のア

イデアからは「想像もしなかったような物語へと

話が広がった」ことの面白さを挙げた。「誰も正

解を知らないのだから，自由に発想しあって物語

をつくり上げてよい」という考え方や雰囲気が

印象的だったといい，26 の質問に答えるだけで

プロットが出来ていくことへの驚きも大きかった

と語る。ワークショップ進行については，集まっ

た参加者が顔見知りのメンバーで，積極性のある

グループだったこともあり，マニュアルどおりの

進行で成立した。事前にもじもじメンバーで実

施したときよりも「1 問 1 問に立ち止まりすぎず

に，どんどん答えをつくっていく」ことを意識で

きたという。一方で，グループの特性によって適

切な声かけは異なること，進行役自身が細部を考

えることが楽しくなりすぎ，「大筋を決めていこ

う」という意識を保つのが難しかったことを課題
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として挙げた。実践全体の影響としては「私は自

分の世界を妄想して形にすることが好きなんだ」

「誰かに届けることは楽しくて嬉しいことなんだ」

と再認識したこと，そして「物語や自分の世界観

を伝えることは難しくて少し恥ずかしいことだと

思っていたけれど，その気持ちを見てくれる人，

一緒に楽しんでくれる人は必ずいるのかもしれな

い」と思えるようになったことを語っている。

　4 名の語りに共通するのは，同じ絵をみても人

によって読みや創作される物語が異なることへの

驚きと，その違いを豊かさとして受けとめる構え

の変化である。参加者は空想を共有する場の新鮮

さを，進行役は四者四様の物語が生まれることと

統合の難しさを，作画者は正解のない場で自由に

発想し合える雰囲気を，欠席したメンバーは意見

の組み合わせが新しいものを生む過程を，それぞ

れの立場から語った。あわせて，発散してから仕

分けるという進め方や，届けることの喜びなど，

実践の経験がその後の活動の構えとして残ってい

ることも複数の語りに現れている。読みの多様性

の体験は，1 年半を経てもなお，各自の中で意味

を持ち続けている。

Ⅶ．考察
　本実践から，次の四点を指摘したい。

　第一に，「みる」側から「つくる」側への転回

がもたらす学びである。看図作文の実践を積んで

きた学生たちは，読解の経験を裏返して「多様な

読みを誘発する絵」を設計した。もの・ことの取

り出しやすさ，対比の埋め込み，外挿を誘う余

白。これらを意識して絵をつくることは，看図ア

プローチの読解原理をより深く理解することにつ

ながる。ビジュアルテキストの制作自体を「みる

学力」育成の活動として位置づけられる可能性が

ある。

　第二に，看図アプローチと物語創作の接続の型

である。本実践は，看図アプローチの発問（もの・

こと→対比→外挿）で多様な読みを生成し，コン

セプトシートで核を定め，ストーリーメイク・シー

トで構造化する，という三段階で構成された。各

段階のワークシートと発問はすべて本稿に示した

とおりであり，絵を差し替えれば他の現場でも追

試可能である。

　この接続が実際に機能したことは，原画の要素・

読み取り・コンセプト・完成作品の対応を整理し

た表 4 からも確認できる。

整理した表 4からも確認できる。原画に埋め込まれた要素（Ⅳ）は，付箋の読み取りとして取

り出され，4名の異なるコンセプト（図 4）に展開し，完成した物語の設定・人物・結末へと選

び取られ，統合されていった。絵の仕掛けが創作の資源として一貫して機能したことがわか

る。また，4名の異なるコンセプトがひとつの物語に統合された過程は，個々の読みの多様性を

保存したまま協同の成果物へと組み上げる協同学習ツールとしての看図アプローチの性格をよ

く示している。 

ただし，この統合には方法論上の注記が必要である。白川がこれまで行ってきた物語づくり

ワークショップでは，コンセプトシートの中から代表となる 1枚を選び，それを核として物語

を組み立てることを定石としてきた。本実践でも核となる 1枚は選ばれたが，参加者たちはワ

ークショップの段階から，他のコンセプトの要素も取り込みながら統合的に話し合いを進めて

いた。複数のコンセプトの統合は，単一の核に沿って書くよりも難易度の高い進め方である。

それが成立した背景には，第一部で全員の読みが付箋として原画の上に共有されており，どの

要素も参加者全員の共有財産になっていたことがあったと考えられる。追試にあたっては，ま

ず 1枚を核とする定石形から始めることを勧めたい。 

 

表 4 原画の要素から物語への転位 

原原画画のの要要素素とと読読みみ取取りり（（付付箋箋）） ココンンセセププトトシシーートト 物物語語「「月月とと花花のの記記憶憶」」 

空飛ぶ汽車／「電車が空を走って

いる」「この電車どこへ？」「乗

るしかなかった，この列車」 

「星間の行き来があたり前」の世

界（星間鉄道の朝） 
真夜中に現れる銀色の汽車と月行

きの切符 

窓辺の少年／「男の子悲しそう」

「男の子は電車の行く先を見て

る」 

「部屋に閉じこもりがちな主人

公」 
本ばかり読み，外へ出ることのな

かった主人公ハル 

月と星空／「月」「流れ星が流れ

てる」 
「月星人と枯れた花を救う」 

月の住人ナツとの出会い，月での

探索 

咲く花と枯れた花の対比／「花が

しおれてる」「花が枯れてる 悲

しそう」 
「枯れた花を救う」 

毒花粉をもつ花「スピナラズリ」

と「花病」，記憶を宿す花々 

ゴミの山／「廃材の山」「電車は

廃材の山発？」「人工物が多い」 

「ごみに侵食されていく世界」

「ゴミとキラキラが隣り合う世

界」 

祖先が星を汚し，人間が環境と混

ざり合わざるを得なくなった世界

設定 

メッセージ「フカンしてみよう，

ぼくたちに 足りないとこ，足り

すぎているとこ」／「地球こんな

になっちゃったのか…」 

「この星を変える！」 
帰還の場面の一節「足りないとこ

も，足りすぎているとこもある僕

の星」 

 

第三に，学校外・産官学連携という場への展開可能性である。原画発表会議で出された「自

由に解釈してほしい。でも，想像のきっかけがあるとより良い」という要請は，公共空間に置

かれるアート一般に通じる課題である。本実践では，絵は答えを提示せず，物語という「ひと

つの読みの例」を QRコードの先に置くことで，鑑賞者の自由な解釈と想像のきっかけを両立さ

せた。公園のウォールアートを起点に，誰もが看図的な「みる」体験に入れる環境が地域に生

表 4　原画の要素から物語への転位
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　原画に埋め込まれた要素（Ⅳ）は，付箋の読み

取りとして取り出され，4 名の異なるコンセプト

（図 4）に展開し，完成した物語の設定・人物・

結末へと選び取られ，統合されていった。絵の仕

掛けが創作の資源として一貫して機能したことが

わかる。また，4 名の異なるコンセプトがひとつ

の物語に統合された過程は，個々の読みの多様性

を保存したまま協同の成果物へと組み上げる協同

学習ツールとしての看図アプローチの性格をよく

示している。

図４　（再掲）

　ただし，この統合には方法論上の注記が必要で

ある。白川がこれまで行ってきた物語づくりワー

クショップでは，コンセプトシートの中から代表

となる 1 枚を選び，それを核として物語を組み

立てることを定石としてきた。本実践でも核とな

る 1 枚は選ばれたが，参加者たちはワークショッ

プの段階から，他のコンセプトの要素も取り込み

ながら統合的に話し合いを進めていた。複数のコ

ンセプトの統合は，単一の核に沿って書くよりも

難易度の高い進め方である。それが成立した背景

には，第一部で全員の読みが付箋として原画の上

に共有されており，どの要素も参加者全員の共有

財産になっていたことがあったと考えられる。追

試にあたっては，まず 1 枚を核とする定石形か

ら始めることを勧めたい。

　第三に，学校外・産官学連携という場への展開

可能性である。原画発表会議で出された「自由に

解釈してほしい。でも，想像のきっかけがあると

より良い」という要請は，公共空間に置かれる

アート一般に通じる課題である。本実践では，絵

は答えを提示せず，物語という「ひとつの読みの

例」を QR コードの先に置くことで，鑑賞者の自

由な解釈と想像のきっかけを両立させた。公園の

ウォールアートを起点に，誰もが看図的な「みる」

体験に入れる環境が地域に生まれたといえる。

　さらに一歩踏み込めば，本実践には二重の循環

構造を見いだすことができる。サステナハニー公

園プロジェクトが主題とするのは，廃材が新たな

価値に生まれ変わる循環型社会である。一方，本

実践の過程そのものも「循環」していた。看図作

文の読み手であった学生が，読み取られる絵のつ

くり手にまわる。その絵がワークショップ参加者

の新たな読みを生み，読みは物語となり，物語は

絵と一体になって公園に置かれ，鑑賞者のさらに

新たな読みを生み続ける。「みる」ことが「つくる」

ことを生み，つくられたものがまた「みる」こと

を生む。この読みの循環は，作品の主題である資

源の循環と同型である。看図アプローチが，一回

の機会を超えて人から人へと読みをつないでいく

方法になりうることを，本実践は示している。

　第四に，実践の規模について述べておきたい。

本実践の参加者は 4 名と小規模である。しかし，

教材の作成から読解・創作・作品化・社会実装ま

でのすべての過程が完結し，各段階の資料（原画，

付箋の記録，コンセプトシート，完成した物語）

が残っている事例は多くない。とりわけ，成果物

が公共空間に置かれ，不特定多数の鑑賞者に開か

れるところまで到達した看図アプローチ実践の報

告は，管見の限り見当たらない。本稿は，規模の

大小よりも過程の追試可能性と到達点の記録に価

値を置いた。

　課題も残る。読み取りや創作過程の記録の質的
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な分析は十分でない。また，ウォールアートの鑑

賞者が実際にどのような読みを生成しているかの

検証も残されている。

Ⅷ．おわりに
　本稿は，学生団体が看図作文の教材となる絵を

つくり，その絵から物語を生み出し，地域社会に

届けるまでの一連の実践を報告した。看図アプ

ローチは，教室の中だけでなく，産官学連携の成

果物に「みることの豊かさ」を組み込む方法とし

ても機能した。

　なお，原画を作画した共著者の青山は，この産

官学連携の経験を経て，卒業後，ウォールアート

制作の協働先であった有限会社名古屋工芸に就職

した。「みる」から「つくる」への転回が，一人

の学生のキャリアの入り口にまで接続したことを

付記しておきたい。本報告が，学校外での看図ア

プローチ実践の一助となれば幸いである。
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Ⅰ．はじめに
　現行の高等学校学習指導要領では，「思考力・

判断力・表現力等」の育成が重視されている（文

部科学省 , 2018）。また，次期学習指導要領に向

けた検討においても，その育成は引き続き重視さ

れている（中央教育審議会初等中等教育分科会教

育課程部会教育課程企画特別部会 , 2026）。この

ような資質・能力の育成を支援する授業づくりの

方法の１つとして，看図アプローチがある（鹿内・

佐田・中尾・石山 , 2016）。看図アプローチは，

学習者がビジュアルテキストを読み解いて様々に

思考をし，その結果を様々に表現する指導法の１

つである（鹿内・石田 , 2025）。鹿内（2016）は，

ビジュアルテキストとは，「絵図・写真・動画・

グラフなどのこと」（鹿内 , 2016, p.99）である

と述べている。ビジュアルテキストには多種多様

な解釈を生み出すための仕組みとして，ある種の

「わかりにくさ」が備わっている必要があると鹿

内（2015）は述べている。その「わかりにくさ」

には，「『曖昧・空所・対立・欠落』等」（鹿内・

石田 , 2025, p.102）の特徴が含まれている。

　また，このビジュアルテキストを読み解くため

に重要となる３つの活動がある。鹿内（2016）は，

看図アプローチにおける重要な活動として，「変

換」「要素関連づけ」「外挿」の３つの活動を挙げ

ている。「変換」とは，「ビジュアルテキスト中に

描かれている（あるいは写っている）諸要素を言

語化する活動」（p.99）である。「要素関連づけ」

とは，「ビジュアルテキストを構成している諸要

素を相互に関連づける活動」（p.99）である。そ

実践報告

ビジュアルテキスト「ねぎ」を用いた英語の授業実践

―「問答法」を取り入れた看図アプローチの追実践―

江草千春 1)

EGUSA Chiharu 

キーワード：看図アプローチ・定時制高校・英語教育・ビジュアルテキスト

概　要
　本稿では，英語授業に「問答法」を取り入れた看図アプローチ実践について考察した。定時制高校１

年生６名を対象に，ビジュアルテキスト「ねぎ」を用いて８時限の授業を行い，「変換」「要素関連づけ」「外

挿」の３つの活動と「問答法」による発問を取り入れた。物語作品を鹿内（2014）の実践と比較した結果，

６作品は問題再構成型２作品，問題解決型４作品に分類され，問題記述型はみられなかった。また，「問

答法」による発問に対して多様な解答がみられ，６名全員について，その解答の少なくとも一部がその

後の物語に取り入れられていた。さらに，江草（2025, 2026）と同様に，「わかりにくさ」を含むビジュ

アルテキストと適切な「発問」という２つの条件の重要性が確認され，感想にも肯定的な記述が多くみ

られた。以上から，看図アプローチの有効性や汎用性の高さが再確認された。

全国看図アプローチ研究会研究誌 30 号　2026.9
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して「外挿」とは，「ビジュアルテキスト中に表

現されている内容を超えて，展開について推量し

たり結果を予測したりすることにより，発展的に

考えていく活動」（pp.99-100）である。こうし

た活動では，個人思考に加え，ペアやグループで

協同思考を行うこともできる。また，看図アプロー

チは，協同学習の新領域の１つとして位置づけら

れている（日本協同教育学会 , 2019）。

　看図アプローチの前身である「看図作文」は，

国語教室を中心に実践研究が行われてきた。看

図作文は，もともと中国の国語に相当する教科

「語文」で行われた作文指導である（鹿内・葛 , 

2000）。伊藤他（2010）は，中国の看図作文に

心理学・記号論・物語論等の研究成果を取り入れ，

「新しい看図作文」を開発してきた。また，この

「新しい看図作文」では，小学校低学年向けの教

材や授業モデルとして「クローズ法」や「問答法」

が開発された（鹿内 , 2010; 鹿内・渡辺・石田他 , 

2010; 鹿内・渡辺・伊藤他 , 2010）。こうした手

法も開発しながら国語教室において実践研究を積

み重ねてきた。

　そして，この「新しい看図作文」の知見を国語

以外の専門分野にも波及させた指導法を看図アプ

ローチと呼び，数多くの研究成果が報告されて

いる（鹿内 , 2019）。例えば高等学校（高校）で

は，様々な教科において実践研究が行われている

（e.g., 石山 , 2024; 松尾・溝上 , 2025; 大村・池浦 , 

2020）。また，英語科においても，「室内光景」

（江草 , 2022, 2025），「糸通し」（江草 , 2023），

「ぞうとうさぎ」（江草 , 2026），協同学習促進

ツールである「きゅうちゃん」（江草 , 2024a, 

2024b）などのビジュアルテキストを用いた実践

において学習者がワークシートに記述した感想な

どから有効性の高さが確認されている。学校種の

異なる学習者を対象に同じビジュアルテキストを

用いた実践研究においても，学習者はそれぞれの

発達段階に応じた物語を作成しており，汎用性の

高さが確認されている（江草 , 2026）。さらに，

看図アプローチ実践の授業時間数，それぞれの活

動に割り当てる時間の長さ，学年やクラス集団の

特性などが異なっていても「ある種の『わかりに

くさ』が含まれているビジュアルテキスト」（江草 , 

2026, p.4）と，「３つの活動における適切な発問」

（江草 , 2026, p.4）という２つの条件が適切に組

み合わさることで，協同学習を充実させたり，様々

な解答を引き出したりして学習を深化させていく

ことが示されている。このような学習の深化が看

図アプローチの有効性や汎用性の高さと関係して

いる（江草 , 2025, 2026）。

　このように，定時制高校での英語授業における

看図アプローチの有効性や汎用性はすでに複数の

実践で検討されている。では，その中で従来の看

図作文で用いられてきた「問答法」を，高校の学

習者を対象とした授業に取り入れるとどうなるの

だろうか。本稿では，ビジュアルテキスト「ねぎ」

（図１）を用いて，看図アプローチ実践を行う。

図１　「ねぎ」注１

　このビジュアルテキスト「ねぎ」を用いた実践

研究としては，中学生を対象とした鹿内（2014）

および森（2025）がある。本実践では，「変換」「要

素関連づけ」「外挿」の３つの活動を取り入れる

とともに，鹿内（2014, pp.118-119）で用いら

れた発問の一部を参考にしてワークシートを作成

し，「問答法」による発問を取り入れた追実践を

行う。そして，そこで作成された物語作品を，同

じビジュアルテキストを用いた鹿内（2014）の

実践と比較する。さらに，森（2025）の実践も

踏まえながら，「問答法」を用いた本実践におい

ても看図アプローチの有効性や汎用性が確認でき

るか考察する。
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Ⅱ．「問答法」とそれに関連する実践研究
　看図作文において，学習者の作文活動を支援す

るために，様々な手法が開発されてきた（鹿内 , 

2010）。例えば「クローズ法」「問答法」「キャラ

クター設定法」「メルヘンスケープ法」などの手

法がある。本稿では，主に「問答法」とそれに関

連する実践研究（伊藤他, 2010; 伊藤他, 2012; 森, 

2025; 鹿内 , 2014; 鹿内・渡辺・伊藤他 , 2010）

について論じていく。　

　「問答法」とは，鹿内・渡辺・伊藤他（2010）

によると，教師が発問し，学習者がそれに答える

という日常の授業でも一般的にみられる方法であ

る。しかし看図作文における「問答法」は，単に

教師と学習者が問答を行うことだけを意味するも

のではない。その大きな特徴は，「全ての問いに

答え終わったとき，子どもたちは，作文を書いて

いくための道具立てを全て手にしている」（鹿内・

渡辺・伊藤他 , 2010, p. 182）点にある。「問答法」

では，学習者たちはビジュアルテキストを読み解

きながら，１つずつの問いに順番に答えていく。

そして，最後の問いに答えた時には，まとまりの

ある作文を書くための内容や手がかりがそろって

いることが特徴の１つとして挙げられる。これは

つまり，「構造」を備えた発問系列によって取材

指導と構成指導を同時に行う授業方法である。ま

た，鹿内（2010）によると，「問答法」で用いる

ワークシートには，作文の構造が自然に形成され

るよう発問が順番に整っている。鹿内（2010）は，

学習者たちがワークシートの発問に順番に答える

ことによって，作文に書くべき内容と作文の構造

が自然に形成されていくと指摘している。このよ

うに，「問答法」は，まとまりのある作文を書く

ための内容や構成が自然に形成されるよう支援す

る授業方法であると，鹿内・渡辺・伊藤他（2010）

および鹿内（2010）は述べている。それでは実

際にどのような特性がみられるのだろうか。「問

答法」とそれに関連する実践研究について概観す

る。

Ⅱ－１　鹿内・渡辺・伊藤他（2010）の実践研究
　鹿内・渡辺・伊藤他（2010）は，「問答法」を

用いた看図作文の教材および授業モデルを開発

し，その特徴と有効性を検討している。そのため，

本稿で「問答法」を考察する上で重要な先行研究

である。鹿内・渡辺・伊藤他（2010）では，小

学校の１・２年生向けに看図作文の教材を充実し

てほしいとの要望に応えるため，３つのビジュア

ルテキスト（「つばめ」「博物館」「とび箱」）とそ

れに付随する「問答法」のワークシートを開発し

た。そして，小学校２年生を対象に１つのビジュ

アルテキストにつき１時限配当（45 分間）で授

業実践を行った。注２

　ビジュアルテキスト「博物館」を活用した実践

では，資料１のワークシートとビジュアルテキス

トを学習者に配付した。

《つくっちゃおう！『え』ものがたり》
ねん　くみ　なまえ

① 今，みんなは，どこに来ていますか？
② みんなが，とりくんでいるのは，どんなべんきょうですか？
③ ここにはどんなものがありますか？
④ どんなことをしているお友だちがいますか？くわしくかきましょう。

（1）
（2）
（3）
⑤ みんなの考えをきかせてください。いろんなことを〈しらべる〉ときはどんなことを
するとよいのでしょうか。

（記述欄省略。実際には縦書きに印刷して使用。）　　　（鹿内・渡辺・伊藤他 , 2010, p.187）

資料１　鹿内・渡辺・伊藤他（2010）における「博物館」ワークシートとビジュアルテキスト

ⓒ yuki.ishida

「博物館」
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　教師と学習者たちがやりとりをしながら，学習

者は５つの質問に答えを記入していった。ワーク

シートの記入が終わった後，学習者には次の２つ

の方法のうち，どちらかを選んで作文を書いても

らった。１つ目が，「ワークシートに書いてある

ことを，そのままつなげて書く」（鹿内・渡辺・

伊藤他 , 2010, p.188）。２つ目が，「ワークシー

トに書いてあることを，変えてもよい。付け加え

たいことがあったら付け加えてもよい」（鹿内・

渡辺・伊藤他 , 2010, p.188）。実際に学習者が書

いた作文が資料２である。

資料２　鹿内・渡辺・伊藤他（2010）において

学習者が書いた作文の一例

【社会のべんきょう】

　ある木曜日のことです。○○小学の 3 年生が

社会のべんきょうではくぶつかんに行って，3

年生は色いろなことをしらべました。まず，きょ

うりゅうのほねを見ている子は，とても大きい

ので，びっくりしていたり，高さや大きさを見

ている子もいました。つぎに，ドーナッツのよ

うな石のせつ明書を見ている子は「この石は○

月×日天気△の時にこの石がはっけんされたん

だね。」と言いながら，せつ明書をくわしく見

ています。そのつぎに，うずまきのような石を

見ている子は，となりのともだちと「これはす

ごいね。こういうのはテレビとかで見た事があ

るけど，ぼくが，目の前で見るのは，はじめて

だよ。」と言いました。するととなりの男の子は，

「ぼくもはじめて見るよ。とってもうれしいな。」

と言っています。みんなもなにかをしらべたい

時は，パソコンや本でしらべてくださいね。

（鹿内・渡辺・伊藤他 , 2010, p.188）

　この作文は，資料１に示したワークシートのす

べての質問の内容を含んでいる。特に⑤は自分の

意見を述べる課題であり，鹿内・渡辺・伊藤他

（2010）は低学年の学習者にとってレベルの高い

課題であると指摘している。このように，鹿内・

渡辺・伊藤他（2010）は，もともと作文力が高

い学習者は，さらに高度な作文を書くことができ

るようになると指摘している。一方，作文力がま

だ十分に身についていない学習者にとっても，「問

答法」は作文を支援する有効なツールになりうる

と指摘している。それを示すものとして資料３に

あるように，普段はほとんど作文を書かない学習

者も，資料１のワークシート①～④の内容をすべ

て取り入れ，「いつ・誰が・どこで・何をしてい

るか」を順序よく書いた作文を作成している。こ

のことから「問答法」は，作文力の個人差に対応

しうる作文指導法であることが示されている。

資料３　鹿内・渡辺・伊藤他（2010）において

学習者が書いた作文の一例

（題未記入）

　今，みんなははくぶつかんで社会のべんきょ

うをしててかせきがいっぱいあってすごいで

す。おどろいている人もいればながさやたかさ

をはかっている人もいます。

 （鹿内・渡辺・伊藤他 , 2010, p.188）

Ⅱ－２　「問答法」に関連するその他の実践研究
　次に「問答法」に関連する実践研究として，伊

藤他（2010）と伊藤他（2012）について概観す

る。伊藤他（2010）は，現場での指導経験のな

い教育実習生が看図作文の指導を効果的に行うこ

とができるかを検証した研究である。小学校３年

生 29 名を対象にビジュアルテキスト「ラーメン・

カレー」を用いて１時限配当で授業実践を行った。

ワークシートには６つの発問が設定され，教師が

それらを順番に行い，学習者がビジュアルテキス

トを読み解きながら答えていく「問答法」形式と

なっている。そして，発問に順番に答えていくこ

とで，作文に必要なストーリーの構造や内容が

徐々に形成されるよう工夫されていた。また，そ

れぞれの発問における授業者と学習者のやりとり

が詳細に記述されていた。伊藤他（2010）では，

学習者 29 名の作文量は，１枚あたり 15 文字×

16 行の作文用紙で平均 27.0 行であった。

　作文用紙の余白に書かれた感想には，「作文や



全国看図アプローチ研究会研究誌 30号　2026.9

25

物がたりをかくのがにがてだったけれど，このも

のがたりをかいてちょっと自信がつきました。」

（伊藤他 , 2010, p.67）と記されていた。このこ

とから，現場経験のない教育実習生による実践に

おいても，学習者は自らのレベルに応じてビジュ

アルテキストを読み解き，作文を書くことができ

た。伊藤他（2010）は，こうした成果を看図作

文が作文指導法として有効であることの１つの例

証としている。

　続いて，伊藤他（2012）の研究について概観

する。伊藤他（2012）は，物語の作成に緩やか

な制約条件，すなわち「フレームワーク」を与

え，物語の起点となる出来事に一定の方向づけを

行わせつつ，創造性豊かな作文を書かせることを

目的とした。その方法の１つとして，看図作文の

３つの活動（「変換」「要素関連づけ」「外挿」）の

うちの「外挿」を円滑に進めさせるために，「問

答法」を用いた。小学校２年生 31 名を対象に，

ビジュアルテキスト「ぞうとうさぎ」を用いて４

時限配当で授業実践を行った。「問答法」による

発問である「あいてにじしんをなくさせた，で

きごとは？」（伊藤他 , 2012, p.157）の問いの答

えとして，「友達同士であったゾウとウサギが喧

嘩をした」（伊藤他 , 2012, p.166）や「勉強のこ

とで自信をなくした」（伊藤他 , 2012, p.166）な

ど 11 の典型例が示されている。また，上記の発

問の答えを起点として緩やかな制約条件を与えた

が，フレームワークに沿って作文を書いた学習者

は約 84％であり，そのうち 46％は完成した作文

において設定・出来事の構想を変化させていた。

このことから，「問答法」をベースにフレームワー

クを付与したこの授業モデルでは，「物語の起点

となる出来事を方向づけることで外挿を容易にす

ると同時に，その後の自由な物語の展開を妨げ

ずに作文を書かせることが可能」（伊藤他 , 2012, 

p.170）であることが示された。また，この研究は，

「問答法」をベースとした発問系列とフレームワー

クの付与によって，学習者の「外挿」を支援しな

がら，その後の自由な物語の展開も確保できる可

能性を示した研究であると言える。

Ⅱ－３　ビジュアルテキスト「ねぎ」を用いた実
践研究
　ここまで，「問答法」の特徴とそれに関連する

実践研究について概観してきた。次に，本実践と

同じビジュアルテキスト「ねぎ」を用いた実践に

ついて概観する。「ねぎ」を用いた実践については，

鹿内（2014）および森（2025）の実践がある注３。

これらは，本実践における「問答法」による発問

や「変換」「要素関連づけ」「外挿」の活動を含む

授業設計，および物語作品の考察において重要な

先行研究となる。

　鹿内（2014）では，授業者が３時限にわたり

１時限ごとに異なるビジュアルテキスト（「ねぎ」

「はしご」「わんちゃん」）を用いて実践を行った。

「ねぎ」を用いた実践は最初の１時限目に行われ

た。学習者は中学２年生であった。学習者たちは，

看図作文を何度か体験していたため，「変換」「要

素関連づけ」「外挿」の活動をステップに分けず，

自然にこれらの活動ができるように授業者が導い

ていた。実践では，授業者が教室の黒板に貼れる

ように拡大したビジュアルテキスト「ねぎ」を掲

示した。そして「どんなことでも構いません。こ

の絵を見て『気づいたこと』をひとつ言ってみま

しょう。」（鹿内 , 2014, p.117）と指示し，４～

５名に答えさせた。その後，ビジュアルテキスト

だけが印刷されたワークシートを配付した。学習

者はそのビジュアルテキストの余白に，２分ほど

使って先述の「気づいたこと」を書き込んだり，

新たに「気づいたこと」を書いていったりした。

10 個以上書くことを目標とした。２分経過後，

隣の学習者とワークシートを交換し，いいなと思

うものを自分のワークシートに赤ペンで書き加え

た。そして授業者は，資料４（次頁掲載）に記述

されているように「問答法」による発問を１つず

つ順番に学習者に投げかけていき，答えが浮かん

だらワークシートの余白に書くように指示した。

　「問答法」による発問が終わった後，３人また

は４人でグループを作るように指示した。そして，

ラウンドロビン形式注４で物語の構想を発表させ

た。この時に，未完成でもいいので気楽に話すよ
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うに指示した。聞き手には，よかったところを褒

めるか，何か質問するように指示した。自分以外

の人の話を聞いて参考になることがあれば，赤ペ

ンでメモするなどを指示した。この構想発表の後，

授業者は簡単な段落指導を行い，次のような指示

で作文を書かせた。段落は２つか３つになるよう

にする。ビジュアルテキストに描かれていること

は，１つの段落にする。ビジュアルテキストに描

かれていることよりも前の出来事も，１つの段落

にする。一方，ビジュアルテキストの後の展開も

１つの段落になるようにする。授業時間内に書け

なかった学習者には，当日中に書いてもらった。

これらの指示は，ビジュアルテキストに描かれて

いない前後の出来事を考えさせるものであり，「外

挿」を促す働きもあると考えられる。

　完成した作文は，鹿内（2014）によると問題

記述型，問題再構成型，問題解決型の３つのタイ

プに分類することができた。ビジュアルテキスト

「ねぎ」には，「問題」状況が描写されている。そ

のため，どのような「問題」が起こっているかを

作文で記述する必要性がある。

資料４　鹿内（2014）における「問答法」の発問一覧

• このあと，細かな「問い」をたくさん投げかけます。その「問い」に対する「答え」が浮かんだら，

　プリントの余白にどんどん書き込んでいきましょう。

• この絵，「季節」はいつでしょうか？絵のどこからわかりますか？

• では，「何月何日の何曜日」だといいでしょうか？これは自分で決めていいのです。

•「時間帯」はいつでしょうか？絵のどこから，わかりますか？

• では，「何時何分」だといいでしょうか？これは自分で決めていいです。

• ここまでが「設定」でいう「時」ですね。

• この絵，「場所」はどこでしょうか？絵のどこから，わかりますか？

• では，具体的に「この場所」を決めてみましょう。「イオン桑園店」でもいいですし，「近所の○

　○青果店」でもいいです。

• ここまでが「設定」でいう「場」ですね。

• この絵，この２人の人物に「名前」をつけましょう。自分で決めていいです。あとで変えたくなっ

　たら，変えてもいいです。

• この２人，「年齢」は何歳かを決めてみましょう。自分で決めていいです。

• さらに突っ込んで考えます。この「男の子」，なぜ今，ここに来ていますか？家で誰が待ってい

　るのでしょうか？ネギを使って何を作るのでしょうか？

• この「女の人」，なぜ今，ここに来ていますか？家で誰が待っているのでしょうか？ネギを使っ

　て何を作るのでしょうか？

• これが「設定」でいう「人」ですね。

• 隣の人とワークシートを交換します。「なるほどな，それいただき！」と思うものをひとつか２

　つ選んで，自分のワークシートに赤ペンで書き加えましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　（鹿内 , 2014, pp.118-119）
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　問題記述型作文とは，資料５のような作文であ

る。この学習者は，１段落目では「ねぎ」の前に

起こった出来事について記述していた。２段落目

では「ねぎ」の中で起こった出来事について記述

していた。

資料５　鹿内（2014）において学習者が書いた

作文の一例

【誰のもの？】

　「ちょっと，なおき。スーパーで長ねぎ買っ

てきてくれない？」お母さんがそう言った。ど

うやら鍋に入れるねぎが足りなくなったんだろ

う。「えー，めんどくさーい。」もう少しで好

きなテレビが始まるのにおつかいなんてしたく

ない。「好きなもの買ってきていいからー。お

つかい行ってきてよ。」ん，今好きなもの買っ

ていいって言ったよな。今ちょうどメモ帳なく

なったから買いたいんだよなー。「……。分かっ

たよ。お金ちょうだい。」お母さんに言う。「あ

りがとう。じゃ，お願いね。」

　スーパーに着いた。真っ先に行ったのは雑貨

コーナーだ。「よっしゃー。メモ帳ゲット。」メ

モ帳をかごに入れ，野菜コーナーに向かう。「あ，

一本しか残ってないじゃん。セーフ。」と思っ

たら，後ろからおばさんが息を切らせて走って

きた。そして，ねぎを取ろうとした。しかし，

僕の存在に気づいたのかその手は止まった。ね

ぎは一本しかない。取るべきか，取らないべき

か。微妙な空気が流れる。

 （鹿内 , 2014, pp.120-121）

　鹿内（2014）は，この作文には１本のねぎを

誰が取るべきかという問題が記述されていること

から，問題記述型作文の例として示している。次

に，問題再構成型作文について見ていく。鹿内

（2014）は，ビジュアルテキスト「ねぎ」には，

ねぎは１本しかない一方，それを欲しがる人物が

２人いるという明確な問題状況が描かれているた

め，同じような作文になりやすいと指摘する。そ

のため，この問題状況を再構成することで独自性

を生み出す学習者もいた。資料６はその一例であ

る。

資料６　鹿内（2014）において学習者が書いた

作文の一例

【僕の日記】

　僕の名前は伊月真琴です。さっきお母さんと

お姉ちゃんでおつかいじゃんけんをして負けて

しまいました。長ねぎがなかったのでマンショ

ンの一階にあるスーパーマーケットにいます。

僕は，長ネギを見つけました。つかもうとした

時，おばさんも長ねぎをとろうとしていました。

僕は影がうすく，周りには気づかれないらしい

ので，おばさんに声をかけました。けど気づい

てくれませんでした。僕はしかたがなく家に帰

りました。

　家に帰ると，さっき長ネギを買っていったお

ばさんがいました。お姉ちゃんに聞いた所，僕

がおつかいに行った後おばさんが来たという事

です。僕があまりにも遅いのでおばさんが長ネ

ギを買いにいったついでに僕を探しましたがみ

つからなかったらしいです。ひどいと思いませ

んか。僕は目の前にいて声もかけたのに。いつ

になったら僕はみんなに気づかれるようになる

のかなと思いました。

（鹿内 , 2014, pp.122-123）

　鹿内（2014）は，この作文では，誰が買い物

に行くのか，あるいは誰がねぎを取るのかという

小さな「問題－解決」が繰り返されていると指摘

している（p.123）。そして，その繰り返しの中

から，主人公の影が薄く，誰にも気づいてもらえ

ないという新たな問題が生み出されている。この

ように，もとの問題状況を再構成し独自性を生み

出していることから，鹿内（2014）は，この作

文を問題再構成型作文の例として示している。な

お，問題解決型作文は，鹿内（2014）の実践で

最も多く書かれたタイプであり，鹿内（2014）は，

問題解決型作文は比較的自然に生じるタイプであ

るとして，作文例を省略している。
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　次に，森（2025）の実践研究について概観する。

森（2025）では，中学２年生を対象にビジュア

ルテキスト「ねぎ」を用いた看図作文の授業実践

が紹介されている。この実践では，ビジュアルテ

キストを提示した後，「この人，何才？」「名前は，

なんていいますか？」（森 , 2025, p.275）といっ

た発問から始め，さらに家族，カゴの中身，ここ

へ来た目的などについて発問を重ねている。学習

者は，やりとりの中で自分にとって印象に残った

内容を，ビジュアルテキストが印刷されたプリン

トの余白にメモし，それらを作文につなげてい

る。発問に対しては多様な解答が出され，「突拍

子もない答えが出るたびに，教室は沸きます」（森 , 

2025, p.276）と報告されている。また，作成さ

れた作文では，時間や場所などの設定にも多様性

がみられ，「ネギ」「なす」「白菜」などを語り手

とするものもあった。このように，同じビジュア

ルテキストから多様な物語が生み出されている。

森（2025）は，ビジュアルテキストを読み解く

際に「変換」「要素関連づけ」「外挿」の３つの活

動の順番を意識することで発問を作りやすくなる

ことや，他者のアイデアを取り入れることで自ら

の解釈を更新していけることを指摘している。

　以上のように，鹿内（2014）では，「問答法」

による発問やその後の学習活動を通して，人物や

場面の設定，物語の構想などが引き出され，多様

な物語が作成されていることがわかる。また，森

（2025）は，「変換」「要素関連づけ」「外挿」の

３つの活動の順番を意識することで，発問を作り

やすくなると述べている。本実践では，これらの

先行研究を踏まえ，高校の英語授業において「問

答法」を取り入れた実践を行う。

Ⅲ．「英語コミュニケーションⅠ」における授業
実践
　本実践は，2025 年 11 月および 12 月にＡ高

等学校（高校）定時制課程の「英語コミュニケー

ションⅠ」で行われた。この科目は，英語学習で

必要となる５つの領域（聞くこと，読むこと，話

すこと［やり取り］，話すこと［発表］，書くこと）

の資質・能力を一体的に育成する科目である（文

部科学省 , 2018）。文部科学省（2019）によると，

この科目の標準単位数は３単位であるが，Ａ高校

では１学年で３単位（１週間に３回授業がある），

２学年で２単位が配置されている。鹿内（2014, 

p.182）と同じビジュアルテキストである「ねぎ」

（図１）を用いて，８時限配当の授業を行った（資

料７～ 14）。

図１　「ねぎ」（再掲）

「英語コミュニケーションⅠ」における１時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           10分 

ビジュアルテキストとワークシート１を配付する 

ビジュアルテキストに描かれている「もの」を日本語で書く。最初に個人思考， 

その後，ペアやグループで交流する                        8分 

６人全員が黒板に「もの」の解答を日本語で順番に１人１個ずつ書く。黒板に 

書いた解答を教師が読み上げる                         26分 

ワークシート１を回収する                            1分 

 

資料８ 

「英語コミュニケーションⅠ」における２時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           11分 

ワークシート１を配付する。日本語を英語に翻訳してもらう            12分 

（１人欠席のため）出席した５人全員が英語に翻訳した解答のうち各自10個 

を黒板に書く                                   8分 

解答の発音練習をして，日本語の意味を発表してもらう                        4分 

ワークシート２を配付する。それぞれの質問の解答をワークシート２に日本語 

で書く                                    9分 

ワークシート１と２を回収する                          1分 

 

資料９ 

「英語コミュニケーションⅠ」における３時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           15分 

（電子黒板とクロームブックの接続の不具合が５分程度あった） 

ワークシート１と２を配付する。ワークシート２の内容について１人ずつ 

発表する                                   5分 

ワークシート３を配付する。ワークシート３の４．で物語を日本語で考え 

て書く。その後，日本語で考えた物語を５．で英語に翻訳する           24分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料10 

「英語コミュニケーションⅠ」における４時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする            8分 

前時で回収したワークシートを再配付する。３時限目の授業計画の後半と同 

じように，ワークシート３の４．で物語を日本語で考えて書く。その後，日 

本語で考えた物語を５．で英語に翻訳する                    36分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料11 

「英語コミュニケーションⅠ」における５時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

資料７　「英語コミュニケーションⅠ」における１時限目の授業計画
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「英語コミュニケーションⅠ」における１時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           10分 

ビジュアルテキストとワークシート１を配付する 

ビジュアルテキストに描かれている「もの」を日本語で書く。最初に個人思考， 

その後，ペアやグループで交流する                        8分 

６人全員が黒板に「もの」の解答を日本語で順番に１人１個ずつ書く。黒板に 

書いた解答を教師が読み上げる                         26分 

ワークシート１を回収する                            1分 

 

資料８ 

「英語コミュニケーションⅠ」における２時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           11分 

ワークシート１を配付する。日本語を英語に翻訳してもらう            12分 

（１人欠席のため）出席した５人全員が英語に翻訳した解答のうち各自10個 

を黒板に書く                                   8分 

解答の発音練習をして，日本語の意味を発表してもらう                        4分 

ワークシート２を配付する。それぞれの質問の解答をワークシート２に日本語 

で書く                                    9分 

ワークシート１と２を回収する                          1分 

 

資料９ 

「英語コミュニケーションⅠ」における３時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           15分 

（電子黒板とクロームブックの接続の不具合が５分程度あった） 

ワークシート１と２を配付する。ワークシート２の内容について１人ずつ 

発表する                                   5分 

ワークシート３を配付する。ワークシート３の４．で物語を日本語で考え 

て書く。その後，日本語で考えた物語を５．で英語に翻訳する           24分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料10 

「英語コミュニケーションⅠ」における４時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする            8分 

前時で回収したワークシートを再配付する。３時限目の授業計画の後半と同 

じように，ワークシート３の４．で物語を日本語で考えて書く。その後，日 

本語で考えた物語を５．で英語に翻訳する                    36分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料11 

「英語コミュニケーションⅠ」における５時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

資料８　「英語コミュニケーションⅠ」における２時限目の授業計画

「英語コミュニケーションⅠ」における１時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           10分 

ビジュアルテキストとワークシート１を配付する 

ビジュアルテキストに描かれている「もの」を日本語で書く。最初に個人思考， 

その後，ペアやグループで交流する                        8分 

６人全員が黒板に「もの」の解答を日本語で順番に１人１個ずつ書く。黒板に 

書いた解答を教師が読み上げる                         26分 

ワークシート１を回収する                            1分 

 

資料８ 

「英語コミュニケーションⅠ」における２時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           11分 

ワークシート１を配付する。日本語を英語に翻訳してもらう            12分 

（１人欠席のため）出席した５人全員が英語に翻訳した解答のうち各自10個 

を黒板に書く                                   8分 

解答の発音練習をして，日本語の意味を発表してもらう                        4分 

ワークシート２を配付する。それぞれの質問の解答をワークシート２に日本語 

で書く                                    9分 

ワークシート１と２を回収する                          1分 

 

資料９ 

「英語コミュニケーションⅠ」における３時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           15分 

（電子黒板とクロームブックの接続の不具合が５分程度あった） 

ワークシート１と２を配付する。ワークシート２の内容について１人ずつ 

発表する                                   5分 

ワークシート３を配付する。ワークシート３の４．で物語を日本語で考え 

て書く。その後，日本語で考えた物語を５．で英語に翻訳する           24分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料10 

「英語コミュニケーションⅠ」における４時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする            8分 

前時で回収したワークシートを再配付する。３時限目の授業計画の後半と同 

じように，ワークシート３の４．で物語を日本語で考えて書く。その後，日 

本語で考えた物語を５．で英語に翻訳する                    36分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料11 

「英語コミュニケーションⅠ」における５時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

資料９　「英語コミュニケーションⅠ」における３時限目の授業計画

「英語コミュニケーションⅠ」における１時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           10分 

ビジュアルテキストとワークシート１を配付する 

ビジュアルテキストに描かれている「もの」を日本語で書く。最初に個人思考， 

その後，ペアやグループで交流する                        8分 

６人全員が黒板に「もの」の解答を日本語で順番に１人１個ずつ書く。黒板に 

書いた解答を教師が読み上げる                         26分 

ワークシート１を回収する                            1分 

 

資料８ 

「英語コミュニケーションⅠ」における２時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           11分 

ワークシート１を配付する。日本語を英語に翻訳してもらう            12分 

（１人欠席のため）出席した５人全員が英語に翻訳した解答のうち各自10個 

を黒板に書く                                   8分 

解答の発音練習をして，日本語の意味を発表してもらう                        4分 

ワークシート２を配付する。それぞれの質問の解答をワークシート２に日本語 

で書く                                    9分 

ワークシート１と２を回収する                          1分 

 

資料９ 

「英語コミュニケーションⅠ」における３時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           15分 

（電子黒板とクロームブックの接続の不具合が５分程度あった） 

ワークシート１と２を配付する。ワークシート２の内容について１人ずつ 

発表する                                   5分 

ワークシート３を配付する。ワークシート３の４．で物語を日本語で考え 

て書く。その後，日本語で考えた物語を５．で英語に翻訳する           24分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料10 

「英語コミュニケーションⅠ」における４時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする            8分 

前時で回収したワークシートを再配付する。３時限目の授業計画の後半と同 

じように，ワークシート３の４．で物語を日本語で考えて書く。その後，日 

本語で考えた物語を５．で英語に翻訳する                    36分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料11 

「英語コミュニケーションⅠ」における５時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

資料 10　「英語コミュニケーションⅠ」における４時限目の授業計画

資料 11　「英語コミュニケーションⅠ」における５時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で授業を実施）

資料 11 

「英語コミュニケーションⅠ」における５時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。４時限目の授業計画と同じよう 

にワークシート３の作成をする                         27分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料 12 

「英語コミュニケーションⅠ」における６時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。５時限目の授業計画と同じよう 

にワークシート３の作成をする                         32分 

全てのワークシートを回収する                         1分 

 

資料 13 

「英語コミュニケーションⅠ」における７時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。各自発表練習をする          5分 

ワークシート４を配付する。各自相互発表する。発表者は，聞き手からワー 

クシート４にコメントを書いてもらう                       22分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料 14 

「英語コミュニケーションⅠ」における８時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートとワークシート５を配付する。感想を書く       5分 

調査研究への参加について，「調査参加者の方への説明文書」および「調 

査研究への参加の同意書」を教師が配付し，内容を説明する。学習者が 

同意書に署名する                               5分 

全てのワークシートを回収し，通常の授業に戻る                 18分 

※なお，８時限目を欠席した学習者には，後日，「調査参加者の方への 

説明文書」および「調査研究への参加の同意書」を教師が配付し，調 

査研究への参加について説明した。その後，学習者から同意書への署 

名を得た。         

 

 

 

資料 12　「英語コミュニケーションⅠ」における６時限目の授業計画

資料 11 

「英語コミュニケーションⅠ」における５時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。４時限目の授業計画と同じよう 

にワークシート３の作成をする                         27分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料 12 

「英語コミュニケーションⅠ」における６時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。５時限目の授業計画と同じよう 

にワークシート３の作成をする                         32分 

全てのワークシートを回収する                         1分 

 

資料 13 

「英語コミュニケーションⅠ」における７時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。各自発表練習をする          5分 

ワークシート４を配付する。各自相互発表する。発表者は，聞き手からワー 

クシート４にコメントを書いてもらう                       22分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料 14 

「英語コミュニケーションⅠ」における８時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートとワークシート５を配付する。感想を書く       5分 

調査研究への参加について，「調査参加者の方への説明文書」および「調 

査研究への参加の同意書」を教師が配付し，内容を説明する。学習者が 

同意書に署名する                               5分 

全てのワークシートを回収し，通常の授業に戻る                 18分 

※なお，８時限目を欠席した学習者には，後日，「調査参加者の方への 

説明文書」および「調査研究への参加の同意書」を教師が配付し，調 

査研究への参加について説明した。その後，学習者から同意書への署 

名を得た。         
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　定時制課程であるため，通常，１時限の授業時

間は 45 分間である。ただし，第５・７・８時限

目は個人面談週間のため 40 分間で実施した。学

習者は，１学年で男子１名，女子５名の計６名で

ある。なお，６名は本実践で初めて看図アプロー

チを用いた授業を受けた。本実践で用いられた

ワークシートは，５つである（ワークシート１～

５）。ワークシート２については，鹿内（2014, 

pp.118-119）で用いられた発問の一部を参考に

して作成した。

　倫理的配慮として，本実践で得られた資料を調

査研究に利用することについて学習者に説明文書

を配付し，研究の内容について説明した。その上

で，同意した学習者から同意書への署名を得た。

同意しなかった者および同意書の未提出者はいな

かった。説明文書には，研究の目的・意義，研究

方法，研究のための調査の期間と場所，研究に関

する資料の開示，研究への参加の自己決定権，研

究への参加を依頼する理由，研究への参加に伴う

危害の可能性，個人情報の取り扱い，研究終了後

の対応と研究成果の公表について記載した。

資料 13　「英語コミュニケーションⅠ」における７時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で授業を実施）

資料 11 

「英語コミュニケーションⅠ」における５時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。４時限目の授業計画と同じよう 

にワークシート３の作成をする                         27分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料 12 

「英語コミュニケーションⅠ」における６時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。５時限目の授業計画と同じよう 

にワークシート３の作成をする                         32分 

全てのワークシートを回収する                         1分 

 

資料 13 

「英語コミュニケーションⅠ」における７時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。各自発表練習をする          5分 

ワークシート４を配付する。各自相互発表する。発表者は，聞き手からワー 

クシート４にコメントを書いてもらう                       22分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料 14 

「英語コミュニケーションⅠ」における８時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートとワークシート５を配付する。感想を書く       5分 

調査研究への参加について，「調査参加者の方への説明文書」および「調 

査研究への参加の同意書」を教師が配付し，内容を説明する。学習者が 

同意書に署名する                               5分 

全てのワークシートを回収し，通常の授業に戻る                 18分 

※なお，８時限目を欠席した学習者には，後日，「調査参加者の方への 

説明文書」および「調査研究への参加の同意書」を教師が配付し，調 

査研究への参加について説明した。その後，学習者から同意書への署 

名を得た。         

 

 

 

資料 14　「英語コミュニケーションⅠ」における８時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で授業を実施）

資料 11 

「英語コミュニケーションⅠ」における５時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。４時限目の授業計画と同じよう 

にワークシート３の作成をする                         27分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料 12 

「英語コミュニケーションⅠ」における６時限目の授業計画 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。５時限目の授業計画と同じよう 

にワークシート３の作成をする                         32分 

全てのワークシートを回収する                         1分 

 

資料 13 

「英語コミュニケーションⅠ」における７時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートを再配付する。各自発表練習をする          5分 

ワークシート４を配付する。各自相互発表する。発表者は，聞き手からワー 

クシート４にコメントを書いてもらう                       22分 

全てのワークシートを回収する                          1分 

 

資料 14 

「英語コミュニケーションⅠ」における８時限目の授業計画（個人面談週間のため５分短縮で

授業を実施） 

出席確認，洋楽の歌詞の音読練習，洋楽を聞くか，歌うかする           12分 

前時で回収したワークシートとワークシート５を配付する。感想を書く       5分 

調査研究への参加について，「調査参加者の方への説明文書」および「調 

査研究への参加の同意書」を教師が配付し，内容を説明する。学習者が 

同意書に署名する                               5分 

全てのワークシートを回収し，通常の授業に戻る                 18分 

※なお，８時限目を欠席した学習者には，後日，「調査参加者の方への 

説明文書」および「調査研究への参加の同意書」を教師が配付し，調 

査研究への参加について説明した。その後，学習者から同意書への署 

名を得た。         

 

 

 

ワークシート１ 

    年 名前            

１．ビジュアルテキストに描描かかれれてていいるる「「もものの」」を日日本本語語でで書いてください。 

（記入欄省略） 

２．１．で描かれていた「もの」を英英語語にに直してください。 

（記入欄省略） 

 

ワークシート２ 

    年 名前            

３．ビジュアルテキストを見ながら，次の質問に答えて下さい。 

  1)「季節」はいつでしょうか？絵のどこからわかりますか。 

季節（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

2) 「場所」はどこでしょうか？絵のどこから，わかりますか？ 

場所（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

3) 絵に登場する２人の人物に「名前」をつけましょう。自分で決めていい 

です。あとで変えたくなったら，変えてもいいです。 

左側の人（記入欄省略） 右側の人（記入欄省略） 

4) 絵に登場する２人，「年齢」は何歳か決めてみましょう。自分で決めていい 

です。 

左側の人の年齢（記入欄省略） 右側の人の年齢（記入欄省略） 

5) 絵から「左側の人」か「右側の人」かどちらか１人を選んで下さい。 

左側の人  ・  右側の人   （○で囲んで下さい。） 

この「   の人」は，なぜ今，ここに来ていますか？ 

   （記入欄省略） 

   家で誰が待っているのでしょうか？ 

   （記入欄省略） 

   ネギを使って何を作るのでしょうか？ 

（記入欄省略） 

 

ワークシート３ 

    年 名前            

４．ビジュアルテキストの物語を日本語で考えて完成させてください。タイトルもつけて 

ください。 

（記入欄省略） 

５．４４．．で書いた物語を英語に直してください。 

 （記入欄省略） 

 

 

 

 

ワークシート１
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ワークシート１ 

    年 名前            

１．ビジュアルテキストに描描かかれれてていいるる「「もものの」」を日日本本語語でで書いてください。 

（記入欄省略） 

２．１．で描かれていた「もの」を英英語語にに直してください。 

（記入欄省略） 

 

ワークシート２ 

    年 名前            

３．ビジュアルテキストを見ながら，次の質問に答えて下さい。 

  1)「季節」はいつでしょうか？絵のどこからわかりますか。 

季節（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

2) 「場所」はどこでしょうか？絵のどこから，わかりますか？ 

場所（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

3) 絵に登場する２人の人物に「名前」をつけましょう。自分で決めていい 

です。あとで変えたくなったら，変えてもいいです。 

左側の人（記入欄省略） 右側の人（記入欄省略） 

4) 絵に登場する２人，「年齢」は何歳か決めてみましょう。自分で決めていい 

です。 

左側の人の年齢（記入欄省略） 右側の人の年齢（記入欄省略） 

5) 絵から「左側の人」か「右側の人」かどちらか１人を選んで下さい。 

左側の人  ・  右側の人   （○で囲んで下さい。） 

この「   の人」は，なぜ今，ここに来ていますか？ 

   （記入欄省略） 

   家で誰が待っているのでしょうか？ 

   （記入欄省略） 

   ネギを使って何を作るのでしょうか？ 

（記入欄省略） 

 

ワークシート３ 

    年 名前            

４．ビジュアルテキストの物語を日本語で考えて完成させてください。タイトルもつけて 

ください。 

（記入欄省略） 

５．４４．．で書いた物語を英語に直してください。 

 （記入欄省略） 

 

 

 

 

ワークシート２

ワークシート１ 

    年 名前            

１．ビジュアルテキストに描描かかれれてていいるる「「もものの」」を日日本本語語でで書いてください。 

（記入欄省略） 

２．１．で描かれていた「もの」を英英語語にに直してください。 

（記入欄省略） 

 

ワークシート２ 

    年 名前            

３．ビジュアルテキストを見ながら，次の質問に答えて下さい。 

  1)「季節」はいつでしょうか？絵のどこからわかりますか。 

季節（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

2) 「場所」はどこでしょうか？絵のどこから，わかりますか？ 

場所（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

3) 絵に登場する２人の人物に「名前」をつけましょう。自分で決めていい 

です。あとで変えたくなったら，変えてもいいです。 

左側の人（記入欄省略） 右側の人（記入欄省略） 

4) 絵に登場する２人，「年齢」は何歳か決めてみましょう。自分で決めていい 

です。 

左側の人の年齢（記入欄省略） 右側の人の年齢（記入欄省略） 

5) 絵から「左側の人」か「右側の人」かどちらか１人を選んで下さい。 

左側の人  ・  右側の人   （○で囲んで下さい。） 

この「   の人」は，なぜ今，ここに来ていますか？ 

   （記入欄省略） 

   家で誰が待っているのでしょうか？ 

   （記入欄省略） 

   ネギを使って何を作るのでしょうか？ 

（記入欄省略） 

 

ワークシート３ 

    年 名前            

４．ビジュアルテキストの物語を日本語で考えて完成させてください。タイトルもつけて 

ください。 

（記入欄省略） 

５．４４．．で書いた物語を英語に直してください。 

 （記入欄省略） 

 

 

 

 

ワークシート３

ワークシート４
ワークシート４ 

    年 名前            

６．ワークシート３で作成した作品について，他他のの生生徒徒かか，，ももししくくはは，，先先生生にに発発表表ししてて，，  

ココメメンントトををももららっっててください。  

 

ココメメンントト例例：：○○○○がが△△△△だだかからら，，ととててももすすばばららししいいよよ。。  

（記入欄省略） 

コメントした人：（記入欄省略） 

 

ワークシート５ 

    年 名前            

７．ビジュアルテキストの授業をやってみてどうでしたか。感想などを自由に書いてくだ 

さい。 

（記入欄省略） 

 

３．１ 「英語コミュニケーションⅠ」１時限目 

 １時限目では，看図アプローチの３つの活動のうちビジュアルテキストに描かれた「もの」

を言葉にする「変換」を行った。この活動を行うのが，ワークシート１である。ワークシート

１の１．の発問（ビジュアルテキストに描かれている「もの」を日本語で書いてください。）

によって，「変換」の指示をしている。最初の５分程度は個人思考，その後は協同思考をする

よう指示した。学習者は，楽しそうに次から次へと「もの」をワークシートに書き上げてい

た。当初は最初の５分程度を個人思考とするよう指示したが，約３分後から自然に交流が始ま

った。例えば学習者Ａは，ビジュアルテキストに描かれている左側の物は，「生ゴミ」「なす

び」あるいは「ジャガイモの袋詰め」に見えると発言していた。この学習者は，それぞれに見

えるものをワークシートに１つずつ書いてよいのかと教師に尋ねたため，よいと回答した。ま

た，学習者Ｂは，ビジュアルテキストに描かれている左側の人は「おばさん」や「おばあさ

ん」にも見えるが，それぞれ書いてよいのかと尋ねたため，先述の学習者Ａと同様に，よいと

回答した。この時に，物の見方によっていろいろと解釈できるかもしれないと学習者に伝え

た。教師は机間巡視をしながら解答欄に〇をつけていった。ほとんどの学習者が楽しそうに速

いペースで18個の解答欄すべてを埋めていったので，書ききれなければワークシートの余白

に解答欄を作って書き足してよいと指示した。 

 ワークシート１を配付してから８分ぐらいした後に，最初に１人の学習者が白チョークを持

って黒板に解答を書き，書き終えると次の学習者に白チョークを渡した。以後，同様に６名の

学習者が順番に板書した（資料15）。書くものがなければパスして次の人に白チョークを渡し

てもいい，と指示した。教師は10巡目まで続くとは想定していなかったため，この展開には

非常に驚いた。また５巡目ぐらいからは，他の学習者の解答が黒板に書き加えられていく中

で，当初ワークシートには書いていなかった新たな解答を思いつく学習者もみられた。教師は

パスが出始めた段階で活動を切り上げ，次の発問に移ろうと考えていた。しかしながら，学習

者全員が意欲的に活動を継続していたため，１時限目終了間際まで，解答を黒板に書き続け

た。その結果，黒板には62個の解答が記された。この場面では，教師が授業を逐次コントロ

ールしなくても学習者が互いの解答から刺激を受けながら，主体的に活動を継続する様子がみ
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Ⅲ－１　「英語コミュニケーションⅠ」１時限目
　１時限目では，看図アプローチの基本となる３

つの活動のうち，ビジュアルテキストに描かれた

「もの」を言葉にする「変換」を行った。この活

動を行うのが，ワークシート１である。
ワークシート１ 

    年 名前            

１．ビジュアルテキストに描描かかれれてていいるる「「もものの」」を日日本本語語でで書いてください。 

（記入欄省略） 

２．１．で描かれていた「もの」を英英語語にに直してください。 

（記入欄省略） 

 

ワークシート２ 

    年 名前            

３．ビジュアルテキストを見ながら，次の質問に答えて下さい。 

  1)「季節」はいつでしょうか？絵のどこからわかりますか。 

季節（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

2) 「場所」はどこでしょうか？絵のどこから，わかりますか？ 

場所（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

3) 絵に登場する２人の人物に「名前」をつけましょう。自分で決めていい 

です。あとで変えたくなったら，変えてもいいです。 

左側の人（記入欄省略） 右側の人（記入欄省略） 

4) 絵に登場する２人，「年齢」は何歳か決めてみましょう。自分で決めていい 

です。 

左側の人の年齢（記入欄省略） 右側の人の年齢（記入欄省略） 

5) 絵から「左側の人」か「右側の人」かどちらか１人を選んで下さい。 

左側の人  ・  右側の人   （○で囲んで下さい。） 

この「   の人」は，なぜ今，ここに来ていますか？ 

   （記入欄省略） 

   家で誰が待っているのでしょうか？ 

   （記入欄省略） 

   ネギを使って何を作るのでしょうか？ 

（記入欄省略） 

 

ワークシート３ 

    年 名前            

４．ビジュアルテキストの物語を日本語で考えて完成させてください。タイトルもつけて 

ください。 

（記入欄省略） 

５．４４．．で書いた物語を英語に直してください。 

 （記入欄省略） 

 

 

 

 

ワークシート１（再掲）

　ワークシート１の１．の発問（ビジュアルテキ

ストに描かれている「もの」を日本語で書いてく

ださい。）によって，「変換」の指示をしている。

最初の５分程度は個人思考，その後は協同思考を

するよう指示した。学習者は，楽しそうに次から

次へと「もの」をワークシートに書き上げていた。

当初は最初の５分程度を個人思考とするよう指示

したが，約３分後から自然に交流が始まった。例

えば学習者Ａは，ビジュアルテキストに描かれて

いる左側の物は，「生ゴミ」「なすび」あるいは「ジャ

ガイモの袋詰め」に見えると発言していた。この

学習者は，それぞれに見えるものをワークシート

に１つずつ書いてよいのかと教師に尋ねたため，

よいと回答した。また，学習者Ｂは，ビジュアル

テキストに描かれている左側の人は「おばさん」

や「おばあさん」にも見えるが，それぞれ書いて

よいのかと尋ねたため，先述の学習者Ａと同様

に，よいと回答した。この時に，物の見方によっ

ていろいろと解釈できるかもしれないと学習者に

伝えた。教師は机間巡視をしながら解答欄に〇を

つけていった。ほとんどの学習者が楽しそうに速

いペースで 18 個の解答欄すべてを埋めていった

ので，書ききれなければワークシートの余白に解

答欄を作って書き足してよいと指示した。

　ワークシート１を配付してから８分ぐらいした

後に，最初に１人の学習者が白チョークを持って

黒板に解答を書き，書き終えると次の学習者に白

チョークを渡した。以後，同様に６名の学習者が

順番に板書した（資料 15）。なお，以下に示す学

習者の記述については，日本語の誤字や脱字など

を筆者が訂正している。一方，英語の記述につい

ては，単語のスペルミスのみ筆者が訂正している。

また，英文はできる限り学習者の記述をそのまま

再現しているため，文法的な誤りとみられるもの

もある。

資料 15　日本語の解答

1 床　2 男　3 生ごみ　4 ネギ　5 白菜　

6 キャベツ　7 親指　8 二重アゴ　

9 ほうれい線　10 壁　11 Ｔシャツ　

12 子ども　13 後頭部　14 汗　

15 クルクルパーマ　16 靴　17 ナス　

18 ニラ　19 野菜　20 オカマ　

21 二重まぶた　22 茶髪　23 耳　24 レタス　

25 人　26 おばさん♡　27 縮毛矯正した髪

28 スカート　29 手　30 靴下　31 肘　

32 棚　33 サンダル　34 靴底　35 口　

36 目　37 トマト　38 顔　39 スナック菓子　

40 ほくろ　41 短パン　42 うなじ　43 カゴ

44 女　45 スニーカー　46 黒髪　

47 ピーマン　48 じゃがいも　

49 プラスチック　50 袋　51 木製の　

52 鼻　53 まゆげ　54 かかと

55 布　56 足　57 肌　58 ふくらはぎ　

59 スリッパ　60 肩　61 膝関節　

62 杜のスッポン黒酢（ブルーベリー味）

ワークシート５

ワークシート４ 

    年 名前            

６．ワークシート３で作成した作品について，他他のの生生徒徒かか，，ももししくくはは，，先先生生にに発発表表ししてて，，  

ココメメンントトををももららっっててください。  

 

ココメメンントト例例：：○○○○がが△△△△だだかからら，，ととててももすすばばららししいいよよ。。  

（記入欄省略） 

コメントした人：（記入欄省略） 

 

ワークシート５ 

    年 名前            

７．ビジュアルテキストの授業をやってみてどうでしたか。感想などを自由に書いてくだ 

さい。 

（記入欄省略） 

 

３．１ 「英語コミュニケーションⅠ」１時限目 

 １時限目では，看図アプローチの３つの活動のうちビジュアルテキストに描かれた「もの」

を言葉にする「変換」を行った。この活動を行うのが，ワークシート１である。ワークシート

１の１．の発問（ビジュアルテキストに描かれている「もの」を日本語で書いてください。）

によって，「変換」の指示をしている。最初の５分程度は個人思考，その後は協同思考をする

よう指示した。学習者は，楽しそうに次から次へと「もの」をワークシートに書き上げてい

た。当初は最初の５分程度を個人思考とするよう指示したが，約３分後から自然に交流が始ま

った。例えば学習者Ａは，ビジュアルテキストに描かれている左側の物は，「生ゴミ」「なす

び」あるいは「ジャガイモの袋詰め」に見えると発言していた。この学習者は，それぞれに見

えるものをワークシートに１つずつ書いてよいのかと教師に尋ねたため，よいと回答した。ま

た，学習者Ｂは，ビジュアルテキストに描かれている左側の人は「おばさん」や「おばあさ

ん」にも見えるが，それぞれ書いてよいのかと尋ねたため，先述の学習者Ａと同様に，よいと

回答した。この時に，物の見方によっていろいろと解釈できるかもしれないと学習者に伝え

た。教師は机間巡視をしながら解答欄に〇をつけていった。ほとんどの学習者が楽しそうに速

いペースで18個の解答欄すべてを埋めていったので，書ききれなければワークシートの余白

に解答欄を作って書き足してよいと指示した。 

 ワークシート１を配付してから８分ぐらいした後に，最初に１人の学習者が白チョークを持

って黒板に解答を書き，書き終えると次の学習者に白チョークを渡した。以後，同様に６名の

学習者が順番に板書した（資料15）。書くものがなければパスして次の人に白チョークを渡し

てもいい，と指示した。教師は10巡目まで続くとは想定していなかったため，この展開には

非常に驚いた。また５巡目ぐらいからは，他の学習者の解答が黒板に書き加えられていく中

で，当初ワークシートには書いていなかった新たな解答を思いつく学習者もみられた。教師は

パスが出始めた段階で活動を切り上げ，次の発問に移ろうと考えていた。しかしながら，学習

者全員が意欲的に活動を継続していたため，１時限目終了間際まで，解答を黒板に書き続け

た。その結果，黒板には62個の解答が記された。この場面では，教師が授業を逐次コントロ

ールしなくても学習者が互いの解答から刺激を受けながら，主体的に活動を継続する様子がみ
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　書くものがなければパスして次の人に白チョー

クを渡してもいい，と指示した。教師は 10 巡目

まで続くとは想定していなかったため，この展開

には非常に驚いた。また５巡目ぐらいからは，他

の学習者の解答が黒板に書き加えられていく中

で，当初ワークシートには書いていなかった新た

な解答を思いつく学習者もみられた。教師はパス

が出始めた段階で活動を切り上げ，次の発問に移

ろうと考えていた。しかしながら，学習者全員が

意欲的に活動を継続していたため，１時限目終了

間際まで，解答を黒板に書き続けた。その結果，

黒板には 62 個の解答が記された。この場面では，

教師が授業を逐次コントロールしなくても学習者

が互いの解答から刺激を受けながら，主体的に活

動を継続する様子がみられた。この授業場面から

は，看図アプローチが学習者の活動意欲を喚起し

た可能性がうかがわれた。

　

Ⅲ－２　「英語コミュニケーションⅠ」２時限目
　２時限目では，洋楽の活動が終わった後にワー

クシート１を再配付した。そしてワークシート１

の２．では，１．で書き出した「もの」を英語に

訳してもらった。学習者たちは，スマートフォン

やクロームブックなどの情報端末を活用しながら

翻訳していた。次のように解答していた（資料

16）。

資料 16　英語の解答

man   woman    green onion   basket  

Chinese cabbage   green pepper   shelf  

T-shirt   pants   skirt   sandals   shoes   aunt   

socks   face   hair  pupil  hand   feet   sweat   

Morino Suppon Kurozu   eye   mouth

eyebrows   double chin   ear   floor  

black   perm   nasolabial folds   wall   vinegar

kid   bagged tomatoes   bagged eggplant   

potato chips   wood   black hair

pot lid   thumb   back of the head   

dried bonito flakes   vegetables   leaf   green

knee joint   white shirt   cloth   people   elbow   

child   potato   lettuce   cabbage   eggplant

orange   kitchen waste   Chinese chive   youth   

scallion   sneakers   food waste   bed   rack

straight hair   smile lines   double eyelids

hair straightening   wooden   skin   slippers

mandarin orange   shorts 

　ワークシート１の１．で書き出した解答と同じ

ように，ほとんどの学習者が 18 個の解答欄以外

の余白に解答を記述していた。そのため，出席し

ていた５名には，自分が英語に翻訳した解答の中

から各自 10 個を選び，黒板に板書してもらった。

その後，出席していた５名全員で発音練習をして，

板書された解答のうちいくつかの日本語の意味を

教師が学習者に聞いた。出席していた５名全員が

答えることができていた。

　続いて，ワークシート２を配付した。ワークシー

ト２では，たくさんの質問に答えていく「問答法」

に挑戦してもらった。このワークシートについて

も１時限目と同様に，教師が１つ１つ指示をしな

くても自然に個人思考を行っていた。その後，協

同思考を行い学習者間で交流していた。ここでも

１時限目と同様に，看図アプローチが学習者主体

の学習を促す可能性がうかがわれた。２時限目は

ワークシート２の記入で終了時間となった。

ワークシート１ 

    年 名前            

１．ビジュアルテキストに描描かかれれてていいるる「「もものの」」を日日本本語語でで書いてください。 

（記入欄省略） 

２．１．で描かれていた「もの」を英英語語にに直してください。 

（記入欄省略） 

 

ワークシート２ 

    年 名前            

３．ビジュアルテキストを見ながら，次の質問に答えて下さい。 

  1)「季節」はいつでしょうか？絵のどこからわかりますか。 

季節（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

2) 「場所」はどこでしょうか？絵のどこから，わかりますか？ 

場所（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

3) 絵に登場する２人の人物に「名前」をつけましょう。自分で決めていい 

です。あとで変えたくなったら，変えてもいいです。 

左側の人（記入欄省略） 右側の人（記入欄省略） 

4) 絵に登場する２人，「年齢」は何歳か決めてみましょう。自分で決めていい 

です。 

左側の人の年齢（記入欄省略） 右側の人の年齢（記入欄省略） 

5) 絵から「左側の人」か「右側の人」かどちらか１人を選んで下さい。 

左側の人  ・  右側の人   （○で囲んで下さい。） 

この「   の人」は，なぜ今，ここに来ていますか？ 

   （記入欄省略） 

   家で誰が待っているのでしょうか？ 

   （記入欄省略） 

   ネギを使って何を作るのでしょうか？ 

（記入欄省略） 

 

ワークシート３ 

    年 名前            

４．ビジュアルテキストの物語を日本語で考えて完成させてください。タイトルもつけて 

ください。 

（記入欄省略） 

５．４４．．で書いた物語を英語に直してください。 

 （記入欄省略） 

 

 

 

 

ワークシート２（再掲）
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Ⅲ－３　「英語コミュニケーションⅠ」３時限目
　３時限目では，２時限目に出席していた５名に，

ワークシート２の「問答法」の発問への解答を１

人ずつ発表してもらった。学習者たちは笑いなが

ら楽しそうに聞いていた。次にワークシート３を

配付した。なお，２時限目を欠席した１名につい

ては，ワークシート３を配付した後，まずワーク

シート２に取り組んでもらい，その後ワークシー

ト３に取り組んでもらった。

　ワークシート２では，季節や場所についても解

答させた。季節については，６名中５名が「夏」，

１名が「冬」と答えた。また，場所については，

４名が「スーパー」，１名が「ラウワン」注５，１

名が「八百屋」と答えた。さらに，ワークシート

２の後半にある「なぜ今，ここに来ているか」「家

で誰が待っているか」「ネギを使って何を作るか」

に対する６名の解答を資料 17 に示す。

学習者 なぜ今，ここに来ているか 家で誰が待っているか ネギを使って何を作るか

Ａ 自炊するため 誰も待ってない ねぎだけの野菜炒め

Ｂ 団長にたのまれて 旅団メンバー そのまま食べる

Ｃ

母が調理中，ネギがないことに

気がつき，それに気がついたナ

ギサが自ら買いに行った

母，弟，犬１匹，猫１匹，

金魚２匹，（父は出張中）

マーボー豆腐

Ｄ ねぎを買いに来ているから キルア チャーハン

Ｅ 王のおつかい 大アリ チヂミ

Ｆ お母さんのおつかいで来ている お母さん 餃子

資料 17　ワークシート２の「問答法」による発問に対する学習者の解答（抜粋）

ワークシート１ 

    年 名前            

１．ビジュアルテキストに描描かかれれてていいるる「「もものの」」を日日本本語語でで書いてください。 

（記入欄省略） 

２．１．で描かれていた「もの」を英英語語にに直してください。 

（記入欄省略） 

 

ワークシート２ 

    年 名前            

３．ビジュアルテキストを見ながら，次の質問に答えて下さい。 

  1)「季節」はいつでしょうか？絵のどこからわかりますか。 

季節（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

2) 「場所」はどこでしょうか？絵のどこから，わかりますか？ 

場所（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

3) 絵に登場する２人の人物に「名前」をつけましょう。自分で決めていい 

です。あとで変えたくなったら，変えてもいいです。 

左側の人（記入欄省略） 右側の人（記入欄省略） 

4) 絵に登場する２人，「年齢」は何歳か決めてみましょう。自分で決めていい 

です。 

左側の人の年齢（記入欄省略） 右側の人の年齢（記入欄省略） 

5) 絵から「左側の人」か「右側の人」かどちらか１人を選んで下さい。 

左側の人  ・  右側の人   （○で囲んで下さい。） 

この「   の人」は，なぜ今，ここに来ていますか？ 

   （記入欄省略） 

   家で誰が待っているのでしょうか？ 

   （記入欄省略） 

   ネギを使って何を作るのでしょうか？ 

（記入欄省略） 

 

ワークシート３ 

    年 名前            

４．ビジュアルテキストの物語を日本語で考えて完成させてください。タイトルもつけて 

ください。 

（記入欄省略） 

５．４４．．で書いた物語を英語に直してください。 

 （記入欄省略） 

 

 

 

 

ワークシート２（再掲）

ワークシート１ 

    年 名前            

１．ビジュアルテキストに描描かかれれてていいるる「「もものの」」を日日本本語語でで書いてください。 

（記入欄省略） 

２．１．で描かれていた「もの」を英英語語にに直してください。 

（記入欄省略） 

 

ワークシート２ 

    年 名前            

３．ビジュアルテキストを見ながら，次の質問に答えて下さい。 

  1)「季節」はいつでしょうか？絵のどこからわかりますか。 

季節（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

2) 「場所」はどこでしょうか？絵のどこから，わかりますか？ 

場所（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

3) 絵に登場する２人の人物に「名前」をつけましょう。自分で決めていい 

です。あとで変えたくなったら，変えてもいいです。 

左側の人（記入欄省略） 右側の人（記入欄省略） 

4) 絵に登場する２人，「年齢」は何歳か決めてみましょう。自分で決めていい 

です。 

左側の人の年齢（記入欄省略） 右側の人の年齢（記入欄省略） 

5) 絵から「左側の人」か「右側の人」かどちらか１人を選んで下さい。 

左側の人  ・  右側の人   （○で囲んで下さい。） 

この「   の人」は，なぜ今，ここに来ていますか？ 

   （記入欄省略） 

   家で誰が待っているのでしょうか？ 

   （記入欄省略） 

   ネギを使って何を作るのでしょうか？ 

（記入欄省略） 

 

ワークシート３ 

    年 名前            

４．ビジュアルテキストの物語を日本語で考えて完成させてください。タイトルもつけて 

ください。 

（記入欄省略） 

５．４４．．で書いた物語を英語に直してください。 

 （記入欄省略） 

 

 

 

 

ワークシート３（再掲）

図１　「ねぎ」（再掲）
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　ワークシート３の４．ではビジュアルテキスト

の物語をタイトルも含めて日本語で考えて作成し

てもらった。次に，５．では４．で書いた物語を

スマートフォンやクロームブックなどの情報端末

を活用しながら英語に翻訳してもらった。この

ワークシートにおける物語の作成では，主に「要

素関連づけ」や「外挿」を伴う活動を行ってもらっ

た。学習者は，ビジュアルテキストに描かれた人

物や事物を関連づけるとともに，描かれていない

出来事を想像しながら物語を構成した。この活動

ではワークシート２の「問答法」で解答した内容

を活用してもよいし，あるいは他のアイデアを思

いついたらそのアイデアで物語を作成してもよい

と指示した。ただし，人の悪口や誹謗中傷は書か

ないように指示した。学習者たちは黙々と真剣に

書いていた。

　

Ⅲ－４　「英語コミュニケーションⅠ」４時限目
　４時限目では，３時限目に引き続きワークシー

ト３の４．と５．の問題に取り組む時間となった。

教師が前時に回収したワークシート３に書かれた

作成途中の物語を読み，「良い作品ですね」と褒

めると学習者たちは喜んでいた。４時限目も学習

者たちは黙々と真剣に取り組んでいた。一方，時

折，学習者同士で互いの進捗状況などを確認して

いた。英文の読み方についても教師と一緒に発音

練習をしたり，翻訳アプリを活用して自主的に練

習したりする学習者もいた。また，英語の発音を

カタカナに変換するアプリを活用する学習者もい

た。

ワークシート１ 

    年 名前            

１．ビジュアルテキストに描描かかれれてていいるる「「もものの」」を日日本本語語でで書いてください。 

（記入欄省略） 

２．１．で描かれていた「もの」を英英語語にに直してください。 

（記入欄省略） 

 

ワークシート２ 

    年 名前            

３．ビジュアルテキストを見ながら，次の質問に答えて下さい。 

  1)「季節」はいつでしょうか？絵のどこからわかりますか。 

季節（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

2) 「場所」はどこでしょうか？絵のどこから，わかりますか？ 

場所（記入欄省略） 絵のどこから（記入欄省略） 

3) 絵に登場する２人の人物に「名前」をつけましょう。自分で決めていい 

です。あとで変えたくなったら，変えてもいいです。 

左側の人（記入欄省略） 右側の人（記入欄省略） 

4) 絵に登場する２人，「年齢」は何歳か決めてみましょう。自分で決めていい 

です。 

左側の人の年齢（記入欄省略） 右側の人の年齢（記入欄省略） 

5) 絵から「左側の人」か「右側の人」かどちらか１人を選んで下さい。 

左側の人  ・  右側の人   （○で囲んで下さい。） 

この「   の人」は，なぜ今，ここに来ていますか？ 

   （記入欄省略） 

   家で誰が待っているのでしょうか？ 

   （記入欄省略） 

   ネギを使って何を作るのでしょうか？ 

（記入欄省略） 

 

ワークシート３ 

    年 名前            

４．ビジュアルテキストの物語を日本語で考えて完成させてください。タイトルもつけて 

ください。 

（記入欄省略） 

５．４４．．で書いた物語を英語に直してください。 

 （記入欄省略） 

 

 

 

 

ワークシート３（再掲）

ワークシート４ 

    年 名前            

６．ワークシート３で作成した作品について，他他のの生生徒徒かか，，ももししくくはは，，先先生生にに発発表表ししてて，，  

ココメメンントトををももららっっててください。  

 

ココメメンントト例例：：○○○○がが△△△△だだかからら，，ととててももすすばばららししいいよよ。。  

（記入欄省略） 

コメントした人：（記入欄省略） 

 

ワークシート５ 

    年 名前            

７．ビジュアルテキストの授業をやってみてどうでしたか。感想などを自由に書いてくだ 

さい。 

（記入欄省略） 

 

３．１ 「英語コミュニケーションⅠ」１時限目 

 １時限目では，看図アプローチの３つの活動のうちビジュアルテキストに描かれた「もの」

を言葉にする「変換」を行った。この活動を行うのが，ワークシート１である。ワークシート

１の１．の発問（ビジュアルテキストに描かれている「もの」を日本語で書いてください。）

によって，「変換」の指示をしている。最初の５分程度は個人思考，その後は協同思考をする

よう指示した。学習者は，楽しそうに次から次へと「もの」をワークシートに書き上げてい

た。当初は最初の５分程度を個人思考とするよう指示したが，約３分後から自然に交流が始ま

った。例えば学習者Ａは，ビジュアルテキストに描かれている左側の物は，「生ゴミ」「なす

び」あるいは「ジャガイモの袋詰め」に見えると発言していた。この学習者は，それぞれに見

えるものをワークシートに１つずつ書いてよいのかと教師に尋ねたため，よいと回答した。ま

た，学習者Ｂは，ビジュアルテキストに描かれている左側の人は「おばさん」や「おばあさ

ん」にも見えるが，それぞれ書いてよいのかと尋ねたため，先述の学習者Ａと同様に，よいと

回答した。この時に，物の見方によっていろいろと解釈できるかもしれないと学習者に伝え

た。教師は机間巡視をしながら解答欄に〇をつけていった。ほとんどの学習者が楽しそうに速

いペースで18個の解答欄すべてを埋めていったので，書ききれなければワークシートの余白

に解答欄を作って書き足してよいと指示した。 

 ワークシート１を配付してから８分ぐらいした後に，最初に１人の学習者が白チョークを持

って黒板に解答を書き，書き終えると次の学習者に白チョークを渡した。以後，同様に６名の

学習者が順番に板書した（資料15）。書くものがなければパスして次の人に白チョークを渡し

てもいい，と指示した。教師は10巡目まで続くとは想定していなかったため，この展開には

非常に驚いた。また５巡目ぐらいからは，他の学習者の解答が黒板に書き加えられていく中

で，当初ワークシートには書いていなかった新たな解答を思いつく学習者もみられた。教師は

パスが出始めた段階で活動を切り上げ，次の発問に移ろうと考えていた。しかしながら，学習

者全員が意欲的に活動を継続していたため，１時限目終了間際まで，解答を黒板に書き続け

た。その結果，黒板には62個の解答が記された。この場面では，教師が授業を逐次コントロ

ールしなくても学習者が互いの解答から刺激を受けながら，主体的に活動を継続する様子がみ

ワークシート４（再掲）

Ⅲ－５　「英語コミュニケーションⅠ」５時限目
　５時限目では，４時限目に引き続き物語を作成

する時間とした。前時と同様に，黙々と集中して

取り組みながら物語の作成を続けていた。作業の

進捗には個人差があるので，物語を完成させた学

習者は発表練習をするか，他の学習者の支援をす

るか，もう１つ作品を作るか，あるいは他の英語

の学習をするかのどれかをするように伝えた。英

語の発音練習のため，２人の学習者が順番に教師

と一緒に発音練習をしながら読めない単語の上に

カタカナを書き込んでいた。２人が時間を無駄に

せず発音練習に取り組む姿は印象的であった。

Ⅲ－６　「英語コミュニケーションⅠ」６時限目
　６時限目では，５時限目に引き続き物語を作成

する時間とした。前時と同様に物語を完成させた

学習者は発表練習をするか，他の学習者の支援を

するか，もう１つ作品を作るか，あるいは他の英

語の学習をするかのどれかをするように伝えた。

前時に引き続き，作品を完成させた学習者３人が

順番に教師と一緒に発音練習を行った。また，発

音練習を重ねた学習者が，これでよいのかと教師

のところに来て再確認する姿もみられた。一方，

十分に発表練習を積み重ねた学習者の中には，他

の英語のワークシートの問題演習に取り組む者も

みられた。

Ⅲ－７　「英語コミュニケーションⅠ」７時限目
　７時限目では，６時限目に欠席した学習者もい

たので，完成した物語を相互発表する前に５分ほ

ど練習時間を設けた。練習時間終了後に，ワーク

シート４を配付して，他の学習者，もしくは教師

に物語を発表してコメントをもらうように指示し

た。また，可能であれば英語で発表するよう促し

た。７時限目は，学習者１人が欠席していたので，

最初は，２ペア４人がペア内で相互に発表してい

た。そして，１人が教師に英語で発表した。次に，

別の学習者が教師のところに来て，「できない」

と言いつつも，ワークシートを見ながら英語で流

暢に発表した。その後，２人が順番に教師のとこ
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ろに来て英語で発表した。授業中は，学習者同士

が笑い合いながら互いの発表を聞く様子がみられ

た。

　学習者６名のうち３名の物語を次に示す（資料

18・19・20）。なお，本実践では６名全員が物

語を作成したが，本稿では紙幅や作品中に含まれ

る固有名詞等への配慮から，３作品を例として取

り上げた。残る３作品についても，次章の考察で

は分析対象とする。

資料 18　ワークシート３における作品例１

タイトル：目と目があったらねぎバトル

　中学生の田中タナクワはねぎを買いにスー

パーに行った。今日はねぎだけの野菜炒めをつ

くった。ねぎ炒めである。ねぎが１本しかなく

取ろうとすると誰かと目が合った。ねぎバトル

が始まろうとしていた。ねぎを手にとりおばさ

んにむかって振りかざすと，おばさんは倒れた。

ねぎバトルは幕をとじた。田中タナクワは勝者

になり，「僕の右腕には死神がやどっているん

だ。勝てるわけないだろう」と言った。外から

はパトカーのサイレンが鳴っていた。

Title: When our eyes meet, it’s Green 

Onion Battle

  A junior high school student,  Tanaka 

Tanakuwa went to the supermarket to buy 

green onion. Today, I made a stir-fry with just 

green onion. It’s sauteed green onion. There 

was only one green onion left, and as he 

reached for it, our eyes met. The green onion 

battle was about to begin. He took the green 

onion and brandished it at the woman. The 

woman collapsed, and the winner was Tanaka 

Tanakuwa. And then he said, “The grim reaper 

dwells in my right arm. There’s no way you can 

win.” Outside, police car sirens were heard.

資料 19　ワークシート３における作品例２

タイトル：ネギ大好き

　夏の日の夕ぐれ。夕飯の支度をしていた１人

の主婦がいた。その主婦は調理中，ネギがない

ことに気づいた。そのまま調理しようとした

が，「私が買いに行く」と言い放ったのは娘の

ナギサだった。そうネギが大好きなのだ。また

たく間に金を持って家を飛び出し，スーパーに

行った。残り１本のネギを発見した。手にとろ

うとした時，もう一人ネギを取ろうとした女性

がいた。恵美子である。その女性もまたネギが

大好きだったのだ。２人の目が合い，ゴングが

鳴った。２人は同時に手を振り下ろした。ジャ

ンケンである。恵美子がパー，ナギサがグーを

出した。恵美子は勝ち誇り，ネギを持って行っ

た。ナギサは手のグーをにぎりしめながら帰っ

た。この時，ナギサは人生は必ずしもうまくい

かないと学んだ。家に帰ると料理にネギが入っ

ていた。「どうしたのか」とナギサはたずねた。

今日出張から帰ってきた父が出先からネギをも

らったのだそう。ナギサは大喜びして料理をむ

さぼり食った。おわり。

Title: Love green onions 

  On a Summer evening, there was a housewife 

preparing dinner. The housewife noticed she 

had no green onions while cooking. She was 

about to cook them right away, but Nagisa said 

she would go to buy them. She loved green 

onions. She dashed out of the house with the 

money and headed to the supermarket. At the 

supermarket, she found the last remaining 

green onion. As she reached for the green 

onion, another woman was also trying to take 

it. Her name is Emiko. That woman also loved 

green onions. Their eyes met, and the bell 

rang. Both of them swung their hands down 

at the same time. It’s Rock-Paper-Scissors. 

Emiko threw a paper, and Nagisa a rock. Emiko 

smiled triumphantly and took the green onion. 



全国看図アプローチ研究会研究誌 30号　2026.9

37

Nagisa went home with a clenched fist. At 

that moment, Nagisa learned that life doesn’t 

always go smoothly. When she got home, she 

found green onions in the food. “What’s this?” 

she asked. Her father, who returned from a 

business trip today, apparently received some 

green onions while he was out. Nagisa happily 

devoured the food. END.

資料 20　ワークシート３における作品例３

タイトル：夏のおつかい

　ある家庭でのお話。夏の暑い日に，お母さん

が買い物に行きました。今日のごはんは餃子に

しようと，材料をスーパーに買いに行きました。

そして，ひき肉や皮などをかごに入れ，買い物

を終わらせ家に帰りました。家に着いた時に，

お母さんは，あることを思い出しました。ネギ

を買い忘れたのです。そしてお母さんは，いお

り君におつかいを頼んだのです。いおり君は，

しぶしぶおつかいに行きました。そしてスー

パーに着き，目的のネギを取りに行こうとした

ところ，たまたまご近所さんのゆみおばさんに

出会いました。ゆみおばさんもネギを買いに来

たのです。しかし，ネギは残り１つでした。ゆ

みおばさんは，自分は他のところで買うから，

いおり君が買っていきなさいと言ってくれたの

です。いおり君はお礼を言い，レジに行きネギ

を買って，家へ帰りました。家へ帰り，お母さ

んにネギを渡し餃子を作ってもらいました。そ

の日，いおり君の家では，楽しい声が聞こえま

したとさ。おしまい。

Title: Summer Errand

  This is a story about a certain family. On 

a hot summer day his mom went shopping. 

She decided to make dumplings for dinner 

today. So, she went to the supermarket to 

buy the ingredients. She put the ground meat 

and dumpling skins in the basket, finished 

shopping, and went home. When she got home, 

she remembered something. She forgot to buy 

green onions, and asked Iori to run an errand. 

Iori reluctantly went on the errand. Then, when 

he went to the supermarket to get the green 

onions he needed, he happened to run into 

Aunt Yumi, who lives nearby. She also came 

to buy the green onions. But there was only 

one green onion left. She said she would buy 

it elsewhere, so Iori should go ahead and buy 

it. He thanked her, went to the register, bought 

it, and went home. He went home and gave his 

mom the green onion, so she made dumplings 

for him. That day cheerful voices could be 

heard from his house.

　聞き手には，ワークシート４に発表者に対す

るコメントを書いてもらった。聞き手が発表者

に書いたコメント例を次に示す（資料 21 および

22）。なお作品例３を書いた学習者については，

７時限目および８時限目を欠席したのでワーク

シート４および５における記述はなかった。

資料 21　ワークシート４における作品例１に対

する聞き手のコメント

コメント：主人公が中二病の犯罪者でおもしろ

かった。　　　　　　　　　〇〇より

コメント：できないできないと言いつつも，ス

ムーズに分かりやすく英語で発表し

ていてすばらしい。タイトルもインパ

クトがあり，ねぎをテーマとした物

語の展開が面白い。　　　教師より

コメント：ねぎからのバトルいいね。○○もやっ

て み た い も ん だ！ あ と 田 中 つ よ す

ぎ！続き待ってるね♡　　   ○○より

資料 22　ワークシート４における作品例２に対

する聞き手のコメント

コメント：困難を乗り越え，ハッピーエンドに

なったのがよかった。　　〇〇より

コメント：内容がしっかりしてて非常におもろ
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かった。音読がハッキリしてて聞き取

りやすかった。　　　　　〇〇より

コメント：ネギだけで人生を悟りすぎている。

〇〇より

コメント：超長文の英語をスムーズに発表して

いてすばらしい。発音が難しい単語

には印をつけて何回も練習していて

がんばっている姿が感じられました。

主人公がジャンケンに負けてネギが

手に入らなかったけど，父が出張で

買ってきてくれてよかった。  

教師より

Ⅲ－８　「英語コミュニケーションⅠ」８時限目
　８時限目では，ワークシート５を配付して看図

アプローチによる授業を体験しての感想などを自

由に記述してもらった。学習者たちは，次のよう

に記述していた（資料 23）。

ワークシート４ 

    年 名前            

６．ワークシート３で作成した作品について，他他のの生生徒徒かか，，ももししくくはは，，先先生生にに発発表表ししてて，，  

ココメメンントトををももららっっててください。  

 

ココメメンントト例例：：○○○○がが△△△△だだかからら，，ととててももすすばばららししいいよよ。。  

（記入欄省略） 

コメントした人：（記入欄省略） 

 

ワークシート５ 

    年 名前            

７．ビジュアルテキストの授業をやってみてどうでしたか。感想などを自由に書いてくだ 

さい。 

（記入欄省略） 

 

３．１ 「英語コミュニケーションⅠ」１時限目 

 １時限目では，看図アプローチの３つの活動のうちビジュアルテキストに描かれた「もの」

を言葉にする「変換」を行った。この活動を行うのが，ワークシート１である。ワークシート

１の１．の発問（ビジュアルテキストに描かれている「もの」を日本語で書いてください。）

によって，「変換」の指示をしている。最初の５分程度は個人思考，その後は協同思考をする

よう指示した。学習者は，楽しそうに次から次へと「もの」をワークシートに書き上げてい

た。当初は最初の５分程度を個人思考とするよう指示したが，約３分後から自然に交流が始ま

った。例えば学習者Ａは，ビジュアルテキストに描かれている左側の物は，「生ゴミ」「なす

び」あるいは「ジャガイモの袋詰め」に見えると発言していた。この学習者は，それぞれに見

えるものをワークシートに１つずつ書いてよいのかと教師に尋ねたため，よいと回答した。ま

た，学習者Ｂは，ビジュアルテキストに描かれている左側の人は「おばさん」や「おばあさ

ん」にも見えるが，それぞれ書いてよいのかと尋ねたため，先述の学習者Ａと同様に，よいと

回答した。この時に，物の見方によっていろいろと解釈できるかもしれないと学習者に伝え

た。教師は机間巡視をしながら解答欄に〇をつけていった。ほとんどの学習者が楽しそうに速

いペースで18個の解答欄すべてを埋めていったので，書ききれなければワークシートの余白

に解答欄を作って書き足してよいと指示した。 

 ワークシート１を配付してから８分ぐらいした後に，最初に１人の学習者が白チョークを持

って黒板に解答を書き，書き終えると次の学習者に白チョークを渡した。以後，同様に６名の

学習者が順番に板書した（資料15）。書くものがなければパスして次の人に白チョークを渡し

てもいい，と指示した。教師は10巡目まで続くとは想定していなかったため，この展開には

非常に驚いた。また５巡目ぐらいからは，他の学習者の解答が黒板に書き加えられていく中

で，当初ワークシートには書いていなかった新たな解答を思いつく学習者もみられた。教師は

パスが出始めた段階で活動を切り上げ，次の発問に移ろうと考えていた。しかしながら，学習

者全員が意欲的に活動を継続していたため，１時限目終了間際まで，解答を黒板に書き続け

た。その結果，黒板には62個の解答が記された。この場面では，教師が授業を逐次コントロ

ールしなくても学習者が互いの解答から刺激を受けながら，主体的に活動を継続する様子がみ

ワークシート５（再掲）

資料 23　ワークシート５に書かれた感想

•英作文作るの楽しかった！あの絵から文を作
るのけっこう難しかったけど，それなりにい
い文ができた！みんなの作文も聞いたけどそ
れぞれ違うおもしろさがあって，英語の発表
もできていてすごいと思った。
•物語を書くのは初めてだったから楽しかった。
• 人によって作る物語が違うのが面白かった。
画像に描かれている物を挙げていく時でも皆
こと細かく探していたのがよかった。
• 自分の個性をいかして物語が書けて満足でし
た！二人だけしか聞いてないけどそれぞれ個
性いっぱいでとてもおもしろかった。やっぱ
り物語といえば恋だよね！
• 自分でストーリーを考えるのがおもしろかっ
たです。思ったより英語で発表できたのでよ
かったです。

Ⅳ．考察
　前章では，ビジュアルテキスト「ねぎ」を用い

て定時制高校の学習者６名を対象に行われた「英

語コミュニケーションⅠ」の授業実践について詳

細に報告した。本章では，前章での報告も踏まえ

て次の３つのことについて考察する。１つ目は，

本実践で作成された物語作品を，鹿内（2014）

における物語作品と比較し，考察する。２つ目は，

「問答法」の解答と物語作品との関係も踏まえ，

本実践においても，江草（2025, 2026）が指摘

した「わかりにくさ」が含まれるビジュアルテキ

ストと適切な「発問」という２つの条件の重要性

が確認されるかについて考察する。３つ目は，本

実践で得られた学習者の感想の記述を，他の看図

アプローチの実践研究と比較し，看図アプローチ

の有効性や汎用性について考察する。

Ⅳ－１　鹿内（2014）との比較
　鹿内（2014）では，第２章で先述したように「問

答法」を用いて教師が順番に発問し，ビジュアル

テキストが印刷されたワークシートの余白に，学

習者は解答を書いていった。そして，物語作品に

ついては，問題記述型作文，問題再構成型作文，

問題解決型作文の３タイプに分類し，その特徴に

ついて述べた。鹿内（2014）は，問題解決型作

文が最も多かったと報告している。

　一方，本実践で作成された６作品全体を分類し

た結果，問題再構成型が２作品，問題解決型が４

作品であった。問題再構成型に分類した２作品で

は，ビジュアルテキストに示された「残り１本の

ねぎを２人が求める」という問題状況を契機とし

て，人物同士の恋愛や片思いを中心とする別の問

題状況へと物語を展開していた。前章では，６作

品のうち３作品を作品例として掲載した。前章で

紹介した３作品は，いずれも問題解決型と分類で

きた。作品例１を問題解決型としたのは，残りの

１本のねぎをどちらが取るかという問題があり，

それを「ねぎバトル」によって決着させ，主人公

が勝者になるという明確な解決があるからである

（資料 18）。作品例１は，パトカーのサイレンと
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いう新たな問題状況へ展開している点では，問題

再構成的な特徴も含んでいると考えられる。作品

例２を問題解決型としたのは，残り１本のネギを

めぐる問題がジャンケンによって決着し，その後，

ネギを失ったという問題も出張中の父が持ち帰っ

たネギによって解決したからである（資料 19）。

また，作品例３を問題解決型としたのは，残り１

本のネギを２人が必要とする問題に対し，ゆみお

ばさんが譲り，いおりがそれを購入し，最終的に

餃子が完成するという分かりやすい「問題－解決」

（鹿内 , 2014, p.123）の構造だからである（資料

20）。

　なお，問題記述型については，本実践では６名

全員がビジュアルテキストに描かれた問題状況を

記述するだけでなく，その問題を再構成したり解

決したりする展開まで書いていた。このことが，

問題記述型に分類される作品がなかった理由とし

て考えられる。また，鹿内（2014）の実践と比べ，

物語の構想や日本語の作文に充てる時間に余裕が

あったことも，その一因である可能性がある。

Ⅳ－２　２つの条件（「わかりにくさ」を含むビ
ジュアルテキストと適切な「発問」）について　
　前節では，学習者が作成した物語作品について，

問題記述型，問題再構成型，問題解決型の３タイ

プにどのように分類されるかについて考察した。

ここでは，江草（2025, 2026）が指摘した「わ

かりにくさ」を含むビジュアルテキストと適切な

「発問」について考察する。

　江草（2025）では，看図アプローチを実践す

る授業時間数，「変換」「要素関連づけ」「外挿」

の３つの活動に割り当てる時間の長さ，学年やク

ラス集団の特性などが異なっていても次の現象が

共通してみられた。それは，２つの条件（「わか

りにくさ」を含むビジュアルテキストと適切な「発

問」）が適切に組み合わさることで，協同学習が

促進され，多種多様な解答が産出されたことであ

る。

　江草（2026）では，小学校や中学校などの異

なる学校種で，同じビジュアルテキストを用いた

実践において作成された物語作品を比較した。そ

の結果，それぞれの発達段階に応じた物語が作成

され，江草（2025）と同様に，２つの条件の重

要性が確認された。

　また，鹿内（2014）の実践と本実践では，対

象とする学校種が中学校と高等学校（高校）で異

なり，授業時間数や活動の進め方，クラス集団の

特性も異なっていた。しかし，本実践においても

２つの条件が適切に組み合わさり，江草（2025, 

2026）と同様の傾向が確認された。本実践では，

看図作文における作文の作成を支援する手法の１

つである「問答法」を用いた。例えば，前章で示

したように，「問答法」の発問によって，季節や

場所について異なる解答がみられた。また，その

場所に来た理由，家で待っている人物，ネギを使っ

て作るものについても，多様な解答がみられた（資

料 17）。さらに，６名全員のワークシート２と物

語作品を照合すると，いずれの学習者についても，

「問答法」の発問に対する解答の少なくとも一部

が，その後の物語の設定や展開に取り入れられて

いた。一方で，ワークシート２の一部の解答を変

更したり，物語では用いなかったりする例もみら

れた。このことから，本実践では，「問答法」に

よる発問への解答が，学習者がその後の物語を構

想するための「道具立て」（鹿内・渡辺・伊藤他 , 

2010, p.182）の１つとして機能したと考えられ

る。このように，「問答法」を取り入れた本実践

においても，多様な解答や物語がみられた。

　森（2025）は，「変換」「要素関連づけ」「外挿」

の順番を意識することで発問を作りやすくなると

述べている。同じ「ねぎ」を用いた実践では，時

間や場所，語り手などに多様性のある物語が作成

されていた。これらを踏まえると，少なくとも鹿

内（2014），森（2025）および本実践を比較す

る限り，「問答法」という形式そのものだけでなく，

「わかりにくさ」を含むビジュアルテキストと，「変

換」「要素関連づけ」「外挿」を促す適切な発問と

の組み合わせが重要であると考えられる。本実践

では，学習者が初めて看図アプローチに取り組む

ことを踏まえ，発問系列によって作文の構想を支
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援する「問答法」を用いた（鹿内・渡辺・伊藤他 , 

2010）。それゆえ，「問答法」による発問系列も，

学習者の物語の構想や多様な表現の産出を支援し

た可能性がある。本実践では，「問答法」に先立っ

て，看図アプローチにおける基本的読解活動の１

つである「変換」を行っていた。このことから，「変

換」によってビジュアルテキストから言語化され

た内容が，「問答法」の発問を通して「要素関連

づけ」や「外挿」へとつながっていった可能性も

考えられる。以上から，本実践においても，「わ

かりにくさ」を含むビジュアルテキストと適切な

「発問」という２つの条件の重要性が確認された。

Ⅳ－３　学習者の感想について
　最後に，授業実践後に書いてもらった感想につ

いて考察する。本実践と同じビジュアルテキスト

「ねぎ」を用いた鹿内（2014）および森（2025）

では，学習者の感想に関する記述は確認できな

かった。

　一方，本実践では，資料 23 に示したように，「英

作文作るの楽しかった！あの絵から文を作るの

けっこう難しかったけど，それなりにいい文がで

きた！みんなの作文も聞いたけどそれぞれ違うお

もしろさがあって，英語の発表もできていてすご

いと思った。」「人によって作る物語が違うのが面

白かった。画像に描かれている物を挙げていく時

でも皆こと細かく探していたのがよかった。」「自

分でストーリーを考えるのがおもしろかったで

す。思ったより英語で発表できたのでよかったで

す。」など，肯定的な感想が多かった。これらの

感想からは，「楽しさ」「他者との違いへの気づき」

「英語で発表できたことへの達成感」が読み取れ

る。このような肯定的な感想は，高校における他

の看図アプローチの研究報告（e.g., 江草 , 2022, 

2025）や，中学校などの他校種の研究報告（e.g., 

茅野・時田 , 2021）でもみられている。以上から，

本実践においても，看図アプローチの有効性や汎

用性の高さが再確認された。

Ⅴ．おわりに
　本実践では，定時制高校の学習者６名にビジュ

アルテキスト「ねぎ」を用いた授業実践を行い，

詳細に報告した。学習者たちは，ビジュアルテキ

ストに描かれている「もの」を言語化したり，「問

答法」による発問に答えたりしながら，まとまり

のある物語を作成した。また，６名全員について，

「問答法」による発問への解答の少なくとも一部

が，その後の物語に取り入れられていた。さらに，

６名全員がビジュアルテキストに描かれた問題状

況を記述するだけではなく，その問題を再構成し

たり解決したりする展開まで書いていた。また，

本実践においても，「わかりにくさ」を含むビジュ

アルテキストと適切な「発問」という２つの条件

の重要性が確認された。加えて，肯定的な感想が

多くみられ，看図アプローチの有効性や汎用性の

高さを再確認することができた。

　今後の課題として，本実践と同時期に他の学年

で行った，ビジュアルテキスト「ねぎ」を用いた

実践との比較が挙げられる。他の学年での実践で

は，本実践とは異なり「問答法」を用いず，森

（2025）を参考に「要素関連づけ」と「外挿」を

含む発問を取り入れた。そこで作成された物語作

品と本実践の作品を比較することによって，「問

答法」を用いない場合にも，「わかりにくさ」を

含むビジュアルテキストと適切な「発問」という

２つの条件が組み合わさったとき，協同の学び合

いや多様な表現がみられるのかについて，今後さ

らに検討していきたい。また，多様な表現につい

ては，物語作品全体の違いを見るだけでなく，よ

り具体的な観点から分析することも考えられる。

例えば，場面設定，人物や物への意味づけ，要素

間の関連づけ，原因や意図の読み取り，ビジュア

ルテキストに描かれていない内容の補完，行為や

出来事の展開といった観点である。これらの観点

から分析することで，その多様性をより詳細に捉

えられる可能性がある。このような分析も今後の

課題としたい。
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注１　本実践で用いたビジュアルテキスト「ね

ぎ」のタイトルについては，「ねぎ」とひ

らがなで表記した文献（石田 , 2025; 森 , 

2022, 2025）や，「ネギ」とカタカナで

表記した実践研究（鹿内 , 2014）があ

る。本稿では，石田（2025）や森（2022, 

2025）と同じ「ねぎ」の表記を用いている。

注２　鹿内・渡辺・伊藤他（2010）では，学

習者は小学校２年生であると記載されて

いるが，具体的な人数については記載さ

れていない。

注３　鹿内（2014）および森（2025）では，

いずれも中学２年生を対象としているが，

具体的な人数については記載されていな

い。

注４　ラウンドロビン形式とは，グループで

の話し合いの方法の１つである（鹿内 , 

2014, p.36）。例えば，４人のグループの

場合，最初にＡさん，次にＢさんという

ように，１人ずつ順番に自分の考えを発

言していく。鹿内（2014）は，ラウンド

ロビン形式には，「全員が必ず学習に参加

できるというメリット」（p.36）があると

述べている。

注５　「ラウワン」は，学習者が屋内型複合ア

ミューズメント施設を指して用いた表現

である。
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Ⅰ．はじめに
　本研究は，筆者渡辺が担当するゼミ学生たち

( 以降，学生たちと表記 ) が，卒業までの学びを

充実するために行った記録である。メルヘンス

ケープ法は，鹿内（2010）が中心となり開発し

た看図作文の授業実践法のひとつである。「看図」

は現在，作文指導にとどまらず，様々な研究実践

に取り入れられ，看図アプローチという考え方で

よく知られている。

　看図アプローチ基盤型授業では，授業目的に

沿って工夫された絵図・写真・動画等が使用され

る。看図アプローチの手法を授業に取り入れると，

学習者の好奇心を喚起し，積極的な活動が展開さ

れる。本研究では，渡辺（2022）の報告や実施

した際の反省に留意し，鹿内及び石田から提供を

受けた教材を使用してメルヘンスケープ法の実践

をした。学生たちは，メルヘンスケープ法に沿っ

て物語を創作していく。

　学生たちは，保育者の資格を得るために，2 年

間の学修期間で多くの現場実習を行う。実習の中

には，一日の保育活動の一部だけを担う部分実習

や一日全ての保育活動を担う全日実習（責任実

習）がある。実習を終えた学生たちからは，現場

体験の満足感と同時に保育活動への不安感をよく

聞く。その一つが読み聞かせに関する内容である。

年齢・目的にあった絵本や紙芝居の選定をするこ

と，読み聞かせ時の子どもの対応が難しかったと

いうことなどがそれにあたる。自己の実習を振り

返った学生たちには，子どもの興味を継続させら

れなかったことへの反省の思いがある。

　この思いに応えられる方法として，学生たちに

看図アプローチ基盤型授業のメルヘンスケープ法

を試みることにした。メルヘンスケープ法には，

呈示された状況に応じて自分の物語を創り上げて

いく楽しみがあり，積極的な活動が展開されるか

らである。このメルヘンスケープ法の体験は，学

生たちに創造の楽しさを感受させる。そして，今

度は自身が絵本や紙芝居の読み手になった時，子

どもがお話に没入する読み聞かせを行うことがで

きると考えた。また，この経験が後に報告する，

紙芝居づくりとその読み聞かせにポジティブな効

果をもたらすことを期待した。

　本研究に学習者として参加した 1 年生の学生

たちは，看図アプローチ基盤型の授業を，筆者の

担当した他の授業で 1 回，2 年生の学生たちは 2

回程度体験している。2 年生の学生たちは，卒業

研究のテーマを決める 4 月当初，学生同士のゼ

ミ検討会で以下のような話し合いをした。

実践ノート

保育者養成短期大学の

卒業までの学びを支える看図アプローチ（Ⅰ）
―メルヘンスケープ法の体験から―

渡辺　聡 1)

WATANABE Satoshi 

キーワード：看図アプローチ・メルヘンスケープ法・創造の楽しさ・共有・取捨選択

全国看図アプローチ研究会研究誌 30 号　2026.9

1) 羽陽学園短期大学



保育者養成短期大学の卒業までの学びを支える看図アプローチ（Ⅰ）（渡辺  聡）

46

①実習等で卒業研究に関する資料を集めるこ

とができると面白い。

②卒業しても現場の保育活動に活用ができる

と嬉しい。

③実際に子どもたちと活動することができた

ら嬉しい。

④絵本または紙芝居風にして，言語に関する

活動がやってみたい。

⑤幼保小連携を意識して，個別最適な学びに

発展する活動をしてみたい。

　以上の学生たちの希望を受けて，次の二つの卒

業研究計画を立てて実践することとした。

　一つは，メルヘンスケープ法を用いた物語創作

体験である。メルヘンスケープ法は，卒業研究の

実施時期にも合っている題材である。また，学生

たちが幼児教育で個別最適な学びについて学ぶの

に，看図アプローチは最適である。それは，看図

アプローチが，工夫されたビジュアルコンテンツ

と発問により，個人の発想を広げるからである。

そして，その発想が協同して学ぶことを促すとと

もに，個人の最適な学びを可能にするのである。

他者との関わりの中で自分が満足する最適解を求

めることは，幼児教育を担当する保育者自身にも

必要な資質である。そのために学生時の経験値を

上げることは有益なことである。

　もう一つの研究計画は，こども園における読み

聞かせを行うことである。学生たちは，卒業後即

戦力として子どもたちの教育・保育にあたらなけ

ればならない。その際に④で考えた絵本や紙芝居

づくりと⑤で考えた個別最適な学びを意識した取

組の経験は，就職後，大きな力になるものと考え

る。幼児教育において，子ども一人一人の思いを

大切にした保育活動は，基本である。

　本研究におけるメルヘンスケープ法の体験は，

卒業研究に向けた計画全体の前半部分にあたる。

本稿ではこの部分の活動について報告する。後半

部分については次稿にて報告する。

Ⅱ．メルヘンスケープ法による物語づくり
　実施手順は以下のようであった。

Ⅱ－１　目的
　メルヘンスケープ法を体験することにより，学

生の状況対応力と発想を広げる力を伸ばす。

Ⅱ－２　実施年月日
　2025 年 11 月 4 日～ 2025 年 12 月 9 日　　

（1 年生と 2 年生は，別々の日に実施している。

2 年生は，地域派遣の保育実習日程の関係上，本

活動は次稿で報告予定の紙芝居活動と並行して実

施した。本稿では本活動部分のみ報告する。）

Ⅱ－３　授業者・学習者・倫理的配慮
　授業者は筆者である。本授業は，卒業研究ゼミ

ナールの中で行われた。学習者は 1 年生 3 名，2

年生 4 名である。学生たちは幼稚園教諭や保育

教諭または保育士として，保育・介護関連施設に

就職する希望をもっている。

　メルヘンスケープの作成及びお話づくりは，筆

者の研究室で行われ，リラックスした中で実施さ

れた。取組は，2 年生の卒業研究の一つとして位

置づけられる。卒業研究テーマは，「読み聞かせ

における子どもの選択と個別化に焦点を当てた取

組」であった。そのため，メルヘンスケープの学

びは，研究計画後半の紙芝居活動の作話バリエー

ションが広がることを期待して行われた。また，

1 年生は，次年度，自分たちが卒業研究で設定す

るテーマや内容を探る気持ちで参加した。

　学生たちには，事前に承諾書を記入提出しても

らった。本授業で記入したワークシートや創作文

は，研究会・学術学会・HP・論文等で紹介する

ことに承諾を得ており，倫理的配慮を施すことに

努めて，発表することとした。また，活動中の記

録写真には，必要な部分に加工を施し個人情報に

配慮した。学生の記述部分については明らかな誤

字・脱字のみ修正している。
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Ⅱ－４　実施方法及び内容
Ⅱ－４－１　活用した教材
　メルヘンスケープ法 (2010) は，全国看図アプ

ローチ研究会会長鹿内信善と研究会専属アートス

タッフ石田ゆきが看図作文授業用に開発した授業

モデルである。筆者は 2021 年に本授業モデルの

活用を許諾され，書く力を育てる目的で授業を

行っている（渡辺 2022）。本授業では石田ゆき

提供のパワーポイントを使用してメルヘンスケー

プ体験授業を行った。以下に呈示するパワーポイ

ントは全て石田から提供を受けたものである。

Ⅱ－４－２　授業の流れ
　以下に，使用したパワーポイントを示しながら，

授業の流れを説明する。

【ステップ１】授業の準備　

図 1　準備の説明スライド

　スケープ等の材料も石田から提供を受け，使用

した。堅苦しい雰囲気にならないよう配慮して，

メルヘンスケープを作成しながら物語づくりを進

めていくことを説明した。

　ワークシートは，渡辺（2022）で使用したも

のを活用した。ワークシートはストーリー展開に

合わせて 3 種類用意した。学生たちに記入を求

めた質問は，以下の 3 つである。

〇自分がつくった風景を見て，どんな気持ちがし

ますか？　今，感じていることを書きましょう。

〇サンタさんは，どんなことに困っているので

しょうか？　また，どうしてそうなってしまっ

たのでしょうか？

〇「援助者」の雪だるまさんが出してくれた解決

方法は？

　それぞれのワークシート記入後には，その内容

を共有した。詳細については後掲の表１～３で紹

介する。

【ステップ２】スケープづくりとパーツづくり

図 2　完成イメージスライド

図 3　使用パーツの作成と配置スライド

　メルヘンスケープ法では，学生たちが使用する

スケープや必要なパーツを作成・配置していく作

業と同時進行でお話を考えていく。そのため最初

に，学生たちはスライド（図２・３）を見ながら

基本となるスケープと使用パーツの作成を行っ

た。

【ステップ３】“感じ ”の作文
　スケープづくりとパーツの貼り付けを終了した

ら，図４の指示をする。

図 4　” 感じ ” の作文（心の風景）指示スライド
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　ワークシートの記入内容は，表１の通りである。

学生の記述のまま載せてある。なお，先述したよ

うに１年生と２年生は別日程で授業を行っている

が，表ではひとつにまとめている。学生 ABC は

1 年生であり，学生 DEFG は 2 年生である。

　記述内容には，これ以降の部分的なお話づくり

や最終的な物語づくりで活用されているものもみ

られた。学生はそれぞれ，他の学生の意見を聞

き，自分が気づかなかった内容を記述している。

スケープとパーツづくりをしながら，ワクワク a) 

，雪だるまの製作意欲 b) ，かわいさ c) ，住みたい d)， 

温かさ e) ， あたたかい f) 等の気持ちを共有した。

【ステップ４】“問題を抱えたサンタさん ”の配置
　次にスライド（図５）の指示で，左足に靴をつ

けていないサンタクロースを「ある人」として登

場させる（少しもったいぶって呈示する）。

図５　” 問題を抱えたサンタさん ” のスライド

表１　自分の「心の風景」とメンバーの「いいなー」と思ったところ

5 
 

学生 自分の「心の風景」メモ 友達の「いいなー」と思ったところ 

A 

・The冬って感じがする。 
・ワクワク a)した気持ちになる 
・クリスマス，もう少しで来るんだ～
と思う。 

・雪だるま作りたい。 
・1年の終わりになってきた。 
・雪だるまを見てホッコリ。 

B 

・クリスマスの季節が近づいてきて，
ワクワク a)する気持ち。 
・自分も雪ダルマを早く作りたい b)気
持ちになった。 

・自分もワクワクする気持ちになっ
た。 
・1年のおわりの季節を感じられる
所。 

C 
・子どもの時のような気持ち 
・ドキドキワクワク a) 

・クリスマスが，来るんだ 
・早く，冬になんないか 

D 

・かわいい c) 

・住んでみたい d) 

・温かい e)気持ち 
・自分で作ったという愛着 

・たき火→温かい，落ち着く 
温かい気持ち→雪だるまがくっつい
てたり 
・寒そう 

E 
・12.24に世界の子どもたちへプレゼン
トを届けに行く 

未記入 

F 

・あたたかい f)気持ち，クリスマス楽し 
 み 

・物語の内容が可愛いと思った 
・自分と作った物の位置が違っていて
面白い 

G 

・寒そう ・たき火→温かい，落ち着く 
・あたたかい感じ 
 家 住んでみたい 

記述内容には，これ以降の部分的なお話づくりや最終的な物語づくりで活用されている
ものもみられた。学生はそれぞれ，他の学生の意見を聞き，自分が気づかなかった内容を
記述している。スケープとパーツづくりをしながら，ワクワク a) 雪だるまの製作意欲 b) か
わいさ c) 住みたい d) 温かさ e)  あたたかい f)という友達の気持ちを共有した。 
 
【ステップ 4】“問題を抱えたサンタさん”の配置 
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　このサンタクロースを，学生たちが作成したス

ケープの中の任意の場所に配置するよう指示を出

す。そして，サンタクロースの配置が終わった頃

に，次のような質問をした。

・サンタクロースは，どんなことに困っているか。

・どうして，そうなってしまったのか。

　以上の内容に関して，サンタクロースの様子か

ら今の気持ちを想像して短い物語（メモ・箇条書

き可）を考える。学生が記入した内容を表２に示

す。

表２　困っているサンタクロースとその理由

7 
 

学生 困っている内容・理由 友達とのお話の共有 

A 

・黒い靴が脱げて a)しまった。雪に埋も
れた？ 

・プレゼントをこっそり届けに行くこ
とが出来るか．．．（不安）ｂ）寒い？き
んちょう？！ 

・くつが無くて転ぶ。すべっちゃう。 
・くつがぬげちゃった．．．。 
・どうしよう。寒い。 
・プレゼント届けられるかな？ 
・きんちょうするなぁ。 
・えんとつ登ってみるか！！ 
・頑張るぞー！ 

B 

・子どもにバレちゃったらどうしよう
と困っていて，なかなか入れなくな
ってしまった。 

・くつがぬげてしまって c)やばいと思っ
てしまい，屋根から落ちてしまわな
いか不安になった。さむくて表情も
かたくなってしまい，バレないよう
にプレゼントを届けられるか d)心配
している様子。 

・くつがなくて，やねからおちてしま
ったらどうしようと思った事がすご
い。 
・表情を見て不安だと感じとってい
た。 

C 

・おっちょこちょいだから 
・参った，どうしようかなー 

・バレたらどうしよう 
・こっそり，プレゼントを届けに行け
るかな 

D 

・くつがぬげて歩けない，足が冷たい   
 →足が雪にうもれて，足を抜いたら
靴だけ雪の中にうまった e)から。 

・急いでプレゼントを届けたくて，歩
きまわっていたら，ソリから靴が落
ちて足が冷たくて歩けない。プレゼ
ントをわたしにいこうとしたら，雪
に靴がうもれてなくした。 
・たき火で靴が燃えて，プレゼントを
渡せなくなった。最後のプレゼント
が火に入って，とろうとしたら靴が
もえちゃって，困ってる。 

E 

・サンタの片方の靴が脱げてしまう。 
 でもトナカイはとまらず世界をかけ
回るので，サンタは片方の足がつめ
たすぎて，歩けなくて困っている。 

未記入 

F 

・水に濡れてしまってプレゼントを届
けられなくて困っている f)。 

・靴などを乾かすこと 

・雪にハマってしまったところがいい
と思った。 
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　サンタクロースの「困り」の内容や理由は多様

である。学生たちは自分の考えを記入後，他者と

内容を共有し，さらにイメージを広げていく。学

生Ａ・Ｂの黒い靴が脱げて a)，不安 b)，くつがぬ

げてしまって c) ，プレゼントを届けられるか d) 発

言に対しては，学生らは互いに同様の言葉を遣い

共感を示している。また，雪にうもれて，足を

抜いたら靴だけ雪の中にうまった e) では，学生 F

が「雪にハマってしまったところ」と表記し，お

互いに想像の共感と幅を広げている。雪に埋もれ

て g) ，靴がなくなった h) も同様に，靴がなくなっ

た理由について他の学生と思いを共有する記述と

なっている。さらに，水に濡れてしまってプレゼ

ントを届けられなくて困っている f) という学生 F

の発想に対して，学生 D と学生 G が「靴が燃える」

という考え方をワークシートに共有している。こ

の考えの共有は，発想者である学生 F の創作文に

反映されることになる。

【ステップ５】“援助者 ”の登場と問題の解決
　次に，この状況を打開するようなストーリー展

開をしていく。「援助者」の登場である。援助者

が登場する際に呈示したスライドを掲載する（図

６，図７）。

　学生たちは，配られた雪だるまを，援助者とし

てスケープの中に配置した。その雪だるまがもっ

ている力によって，サンタクロースが抱えた問題

を解決する。学生たちには，その解決方法を考え

るよう指示を与えた。学生たちの解決方法は，次

のようなものであった（表３，次頁掲載）。

図 6　援助者の配付と指示スライド

図 7　配置方法の呈示スライド

7 
 

学生 困っている内容・理由 友達とのお話の共有 

A 

・黒い靴が脱げて a)しまった。雪に埋も
れた？ 

・プレゼントをこっそり届けに行くこ
とが出来るか．．．（不安）ｂ）寒い？き
んちょう？！ 

・くつが無くて転ぶ。すべっちゃう。 
・くつがぬげちゃった．．．。 
・どうしよう。寒い。 
・プレゼント届けられるかな？ 
・きんちょうするなぁ。 
・えんとつ登ってみるか！！ 
・頑張るぞー！ 

B 

・子どもにバレちゃったらどうしよう
と困っていて，なかなか入れなくな
ってしまった。 

・くつがぬげてしまって c)やばいと思っ
てしまい，屋根から落ちてしまわな
いか不安になった。さむくて表情も
かたくなってしまい，バレないよう
にプレゼントを届けられるか d)心配
している様子。 

・くつがなくて，やねからおちてしま
ったらどうしようと思った事がすご
い。 
・表情を見て不安だと感じとってい
た。 

C 

・おっちょこちょいだから 
・参った，どうしようかなー 

・バレたらどうしよう 
・こっそり，プレゼントを届けに行け
るかな 

D 

・くつがぬげて歩けない，足が冷たい   
 →足が雪にうもれて，足を抜いたら
靴だけ雪の中にうまった e)から。 

・急いでプレゼントを届けたくて，歩
きまわっていたら，ソリから靴が落
ちて足が冷たくて歩けない。プレゼ
ントをわたしにいこうとしたら，雪
に靴がうもれてなくした。 
・たき火で靴が燃えて，プレゼントを
渡せなくなった。最後のプレゼント
が火に入って，とろうとしたら靴が
もえちゃって，困ってる。 

E 

・サンタの片方の靴が脱げてしまう。 
 でもトナカイはとまらず世界をかけ
回るので，サンタは片方の足がつめ
たすぎて，歩けなくて困っている。 

未記入 

F 

・水に濡れてしまってプレゼントを届
けられなくて困っている f)。 

・靴などを乾かすこと 

・雪にハマってしまったところがいい
と思った。 

8

G

・雪に埋もれて g)しまった。
・靴がなくなった h)。
・プレゼントを配りに。

・プレゼントを空からおとして困って
いる。

・あるいている時に雪に埋もれた。
・たき火，くつ乾かしているときにも
えた。プレゼントをもやした→くつ
ももやした。

サンタクロースの「困り」の内容や理由は多様である。学生たちは自分の考えを記入
後，他者と内容を共有し，さらにイメージを広げていく。学生Ａ・Ｂの黒い靴が脱げて a)

不安ｂ）くつがぬげてしまって c) プレゼントを届けられるか d)発言に対しては，学生らは互
いに同様の言葉を遣い共感を示している。また，雪にうもれて，足を抜いたら靴だけ雪の
中にうまった e)では，学生 Fが「雪にハマってしまったところ」と表記し，お互いに想像
の共感と幅を広げている。雪に埋もれて g) 靴がなくなった h)も同様に靴がなくなった理由
について他の学生と思いを共有する記述となっている。さらに，水に濡れてしまってプレ
ゼントを届けられなくて困っている f)という学生 Fの発想に対して，学生Dと学生 Gが
「靴が燃える」という考え方をメモプリントに共有している。この考えの共有は，発想者
である学生 Fの創作文に反映されることになる。

【ステップ５】“援助者”の登場と問題の解決

図 6 援助者の配付と指示スライド       図 7 配置方法の呈示スライド

次に，この状況を打開するようなストーリー展開をしていく。「援助者」の登場であ
る。援助者が登場する際に呈示したスライドを掲載する（図６，図７）。
学生たちは，配られた雪だるまを，援助者としてスケープの中に配置した。その雪だる

まがもっている力によって，サンタクロースが抱えた問題を解決する。学生たちには，そ
の解決方法を考えるよう指示を与えた。学生たちの解決方法は，次のようなものであった
（表３）。
表 3 「援助者」が出した解決方法
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表３　” 援助者 ” が出した解決方法

9 
 

学生 雪だるまさんの解決方法 友達とのお話の共有 

A 

・くつを届けてくれる。（貸してくれた
り，別の物の代用） 

・サンタさんの不安なことを聞いて，
良い考えを教えてくれる。（背中を押
してくれる） 

・一緒についてきてくれる。 

・すべらないくつに代用する。 
・木陰からひょっこり。良い！！ 
・マフラーのお守り！！→自分の物を 
相手に。 

B 

・雪だるまさんパワーで，サンタさん
の新しいくつをだしてもらう。 

・ゆきだるまさんが「大丈夫」といっ
て，お守り代わりにマフラーa)をサン
タさんに巻いてあげる。 

・マフラーのお守り a)をもらって，心が
温かくなったサンタさんは勇気を出
して，プレゼントをおきにいけた。 

・お話をきいてくれるところが良い。 
・助け合いをしている。 
・まほうを使っていくのがおもしろ
い。 

 

C 

・雪だるまさんが魔法使った。 
・子どもたちにバレないように，サン 
タサンと協力する。 

・一緒についてきてくれる。 
・雪だるまさんが大丈夫といっている 
こと。 

D 

・サンタが空を飛べるように b)した。 
・自分が靴にｃ）なった。 
・靴をはかなくても足が冷たくならな
いように魔法をかけた d)。 

・何にでも変身できる雪だるま→靴に
なる。 

・マフラーで靴下，にんじんで靴をつ
なげて靴にした。 

・雪でカイロ付きの靴をつくってあげ
た。→雪で何でも作れる雪だるま。 

E 

・左のくつを落として困っているサン
タさんに対し，魔法を使ってｄ）くつ
を作ってくれた。 

・くつの中がとっても温かくなる不思
議なくつ。 

F 

・ニンジンを靴に，マフラーを靴下 e)に
して渡した。 

・魔法を使うところがいいと思った。 
・魔法を使って靴下を作ってあげると
ころが可愛い。 

G 

・何でも変身できる雪だるまが靴にｆ）
なってくれる。 

 

・サンタが空をとべるように，雪だる
まがくつに，つめたくない魔法。 

・靴下をマフラー 
・ニンジンでくつ 
・ゆきをつかって何でもつくれる。 
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　学生たちの発想をみると，問題の解決のために

「魔法 d)」「変身」など何らかの工夫をして解決す

るものと，勇気など心情的な後押しをもらって解

決するものがみられる。お話の共有欄には，自分

にはなかった種類の解決法を書き留めてある。こ

のような別視点の発想が創作文に生かされていく

ことになる。学生 A は，お守り代わりにマフラー
a) という学生 B の発想を，後掲創作文の中に問題

解決の方法として挿入している。また，サンタが

空を飛べるように b)，自分が靴に c)，ニンジンを

靴に，マフラーを靴下 e)，何でも変身できる雪だ

るまが靴に f) などの部分は，お話の共有として他

の学生のメモに記述がみられる。後掲創作文では，

必ずしも共有した内容が反映されているわけでは

ない。しかし，創作のヒントになる情報であった

ことは間違いないだろう。なぜなら，学生たちは

思考内容を共有・比較することで，最終的にどん

な情報を物語に盛り込むか取捨選択して考えてい

くことになるからである。創作文を書く段階で，

学生たちはまず自分の想像に沿って考え，自分の

イメージに活用可能な情報を挿入していくことに

なるのである。

【ステップ６】“解決サンタさん ”の登場
　最後に，図８・図９のスライドによって解決後

のサンタクロースと，全てを解決する「星」を

順に呈示・配付する。【ステップ５】の ” 援助者 ”

の登場と問題の解決で，学生たちは，「魔法」や「変

身」や何らかの工夫，または心情的な後押しをも

らって問題を解決していくことを考えていた。サ

ンタクロースが履かせてもらった金色の長靴（図

８）は，解決方法の一つの象徴として幅広く想像

を沸き立たせるものである。授業では，創作文の

完成に向けて，続けて次のような解決提案をした

（図 9）。物語の完成に向けて，最後に指示した内

容は，以下の二つである。

いろいろなことを解決してくれる「星」の力

を使って，おはなしをまとめてください。

キャラクターのセリフなども入れて書いてく

ださい。ハッピーエンドにしてください。

図 8　解決サンタクローススライド

図 9　” 全てを解決するもの ” スライド

　学生たちは，提案された「星」をスケープに貼

り，星の利用も視野に入れながらお話をまとめて

いった。完成したスケープと，創作された物語を

以下に示す（下線は筆者によるもの）。

創作文（学生 A）

【題名：くつを無くしたサンタ】

　クリスマスの時期が近づいてきました。雪が
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サンサンと降っています。可愛いお顔のゆきお

君とゆき子ちゃんのゆきだるま 2 人もとても楽

しそうに笑っています。そんなある日，困った

お顔をしたサンタさんがやってきました。その

サンタさんの様子を見てみると何か困ってそう

です。ゆきお君とゆき子ちゃんがお話を聞いて

みるとあら大変！！ゆきに埋もれて右足のくつ

がぬげちゃったみたい。それにお顔から涙が出

てきそうなくらい悲しいお顔をしているのが分

かります。そんな困っているところに援助者の

ゆきだるまさんが来てくれました。ゆきだるま

さんはサンタさんの横に来て，お話を聞いてく

れました。お話を聞いたゆきだるまさんは解決

策を 4 こ考えてくれました。①くつを届けてあ

げる。②不安を聞いて良い考えを教える。③す

べらないくつをプレゼント！！④ゆきだるまさ

んのあったかい赤いマフラーをお守りとする。

この考えを聞いたサンタさんはどれかの解決策

をもらい頑張ってみようと決意しました！！そ

の時，金色のピカピカ光った丈夫なブーツをは

いて，ニコニコ笑顔になったサンタさんがやっ

てきました。次は皆のもとに沢山のプレゼント

を届けられそう！！と思った所に流れ星がやっ

てきました。今日は色々あったけど流れ星がお

家にくっついて HAPPY な気持ちになりました。

創作文（学生Ｂ）

【題名：がんばれサンタさん】

　今日はみんな大好きなクリスマスの日です。

みんなはクリスマスといえばどんなイメージか

な？トナカイのトナくんはとってもワクワクし

ています。雪だるまの双子はいつも外で遊んで

います。いよいよ夜になりました。サンタさん

はなんだか表情がとても不安そうです。

　（サンタさん）「こわいよー。くる途中でく

つを 1 つおとしてしまった．．．。これでは，や

ねにのぼるのもひとくろうだし，とってもこわ

い。」とサンタさんは言いました。

　（サンタさん）「くつがもうかたほうぬげてし

まったら，どうしよう．．．」とサンタさんは不

安がいっぱいでした。

　そこに，ゆきだるまのゆきちゃんがあらわれ

ました。ゆきちゃんは人を助けるのがとくいで

す。ゆきちゃんは不安そうなサンタさんを助け

るために，サンタさんにまほうをかけました。

ゆきちゃんのパワーで，サンタさんの新しいく

つができました。ゆきちゃんが首につけていた

マフラーをサンタさんにわたしました。「サン

タさん大丈夫」と言い，お守り代わりにマフラー

を巻いてあげました。マフラーのお守りをも

らって，心が温かくなったサンタさんは，勇気

をだしてプレゼントをわたしにいきました。町

の子どもたち全員にぶじ，プレゼントが届きま

した。もちろん，トナくんにも雪だるまの双子

にもプレゼントが届きました。サンタさんはと

てもえがおになりました。

　そこに，木の上に星がおちてきました。くら

かった空がいっきに明るくなりました。

　サンタさんと雪だるまは，一緒にクリスマス

パーティーをひらきました。

　今日は，とても長い 1 日でしたね。

創作文（学生Ｃ）
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【題名：おちょこちょいのサンタクロース】

　少しおっちょこちょいのサンタクロースは，

世界中の子どもたちに幸せを届けるために，ト

ナカイたちと一緒に毎日プレゼントの準備をし

ています。クリスマスが近づくと，子どもたち

から届いた手紙を読んで，一人ひとりの願いを

確かめながらプレゼントを用意します！そして

クリスマスの夜になると，サンタは大きなそり

にたくさんのプレゼントを積んで，トナカイた

ちと一緒に大きな夜空に飛び立ちました。する

と，おっちょこちょいのサンタサン。屋根を登っ

ている最中に何回も何回も転んでしまいまし

た。サンタサンの大切な靴を落としてしまいま

した。すると，玄関にいた雪だるまはサンタサ

ンに，「僕たちが手伝ってあげるよ！ちちんぷ

いぷいのぷーい！」サンタサンはピューンと飛

ばされて一気に屋根に登ることができました！

「やっと子どもたちにプレゼントを届けること

ができるぞ」とサンタサンは嬉しそうにいいま

した。

　そこからは，サンタサンは世界中の家を回

り，楽しみにしている子どもたちのためにプレ

ゼントを届けていきます。次の日，子どもたち

は目を覚ましてプレゼントが家にあって大喜び

です。その笑顔を観ることがサンタサンにとっ

ての幸せなことなのです。そして，サンタサン

は，たくさんの人に幸せを届けながら，また来

年のクリスマスに向けて準備を始めるのです。

みんなのところにもサンタサンが来るといいで

すね！

創作文（学生Ｄ）

【題名：クリスマスのハプニング】

　ある山の中に，暖かい気持ちになる可愛いお

家がありました。

　今日は，クリスマス。お家に住んでいる子ど

もたちは，サンタさんからプレゼントをもらえ

るのをワクワクして待っていました。空も真っ

暗になって，全員が寝静まった夜，プレゼント

を抱えたサンタさんが歩いてやってきました。

　サンタさんがお家に入ろうとしたその時，

「わ！」とサンタさんの足が雪にはまってしま

いました。「どうしよう，早くプレゼントを配

らないと！」と急いで足を抜いたサンタさん。

足が抜けてほっとしましたが，その足にはなん

と靴がありませんでした。靴が雪の中にうもれ

てしまったようです。

　靴が無くなってしまったサンタさんは，「足

がつめたくて，歩けない。これじゃあプレゼン

トを渡しに行けないよ」と困ってしまいました。

　するとそこへ，困っているサンタさんのこと

を心配した雪だるまが来ました。

　「大丈夫？サンタさん」と雪だるまがしゃべ

るとサンタさんはびっくり。「君しゃべれる

の？」「うん！ボクはねすごい力を持っている

んだ！だからサンタさんのことも助けてあげ

る！」「ほんとに？」とサンタさんは雪だるま

の力を信じていませんでしたが，プレゼントを

配らないと子どもたちが悲しんでしまうので，

雪だるまの言うことを聞くことにしました。

　「じゃあいくよ！それ！」と雪だるまが声を

出すと，何とびっくり，サンタさんの足は靴を

はかなくてもつめたく感じなくなりました。サ

ンタさんはおどろいて「すごいぞ！つめたくな

いじゃないか」と走り回りました。

　そこへ，はだしではしゃいでいるサンタさん

を見かねて，何でも解決してくれる星がやって

きました。

　「サンタさん，はだしではしゃいでいると，

トナカイとかがびっくりするだろう！しかたな

いから，私と同じ色の靴をプレゼントしよう」

と星がサンタに魔法をかけました。
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　魔法をかけられたサンタさんは，「やっぱり

靴があるとあたたかいし，安心するな」と温か

い気持ちになりました。プレゼントを配り終え

たサンタさんは，助けてくれた雪だるまと星と

一緒にクリスマスパーティーをしました。

　おしまい

創作文（学生Ｅ）

【題名：サンタがくれた不思議な星】

　12 月 24 日クリスマスイブの夜です。サン

タクロースは，世界中の子どもたちにプレゼン

トを届けるためにおもちゃをいっぱいに作って

準備していました。「よい子にはいっぱい届け

るぞー！」相棒のトナカイと一緒に旅立ちまし

た。サンタクロースの出番です。

　サンタさんはたくさんの子どもたちにプレゼ

ントを届けるためにせっせかせっせかととても

速いスピードで届けていきました。その時です。

焦りすぎたサンタさんはそりに乗ると同時に片

方のくつがぬげてしまいました。

　「あー！わしのくつがー！！トナカイくん一

回止まっておくれ」

　トナカイに止まるようにいったが聞きもしま

せん。トナカイは夢中で次のお家に行くために

夜の空をかけ回りました。困ったサンタさん。

足がとっても冷たいです。

　次のお家に着きました。なんだかとても静か

なところです。「ひえ～！！冷たい！！でもプ

レゼントを届けないと！行ってくるよトナカイ

くん」

　サンタさんはがんばってお家まで歩こうとし

ましたが片方の足がつめたすぎて動けなくなっ

てしまいました。「どうしよう．．．困ったな，

もうちょっとなのに．．．」サンタさんは困って

しまい，立ち止まっていました。すると．．．後

から「サンタさん！お疲れですか？」と声が聞

こえ振り向いてみるとこの町の有名な魔法使い

のユキ・ダルマンがいました。「あなたはだれ？」

「私は雪を使って何でも作ってしまうすごい力

を持った魔法使いのユキ・ダルマンと申し上げ

ます！！」サンタさんは突然のできごとに驚き

ました。「プレゼントを届けないといけないの

に左のくつを落としてしまって動けないんだ。」

「なら私におまかせあれ！」するとユキ・ダル

マンはキラキラ魔法を使って金ぴかのくつをつ

くってあげました。「わー！！！」サンタさん

はこれまた驚いてびっくり！「あったかーい！

ユキ・ダルマン，ありがとう！」金ぴかのくつ

の中はとても温かくてサンタさんの気持ちも温

かくなりました。

　「助けてくれたお礼にクリスマスプレゼン

トをあげるよ。メリークリスマス！」「やっ

たー！！ありがとうサンタさん！」ユキ・ダル

マンはプレゼントをもらうのは初めてでとても

嬉しそうです。プレゼントを開けてみることに

しました。すると中から一つの星がでてきまし

た。「なんだろうこれは．．．」星が舞い上がって

ユキ・ダルマンを包みました。次の瞬間，帽子

がでてきて人間の魔法使いに変身したのです！

サンタさんは世界中に幸せを届けるやさしい魔

法使いになってほしいと願いを込めてこの星を

ユキ・ダルマンにプレゼントしたのです。「人

間になれた！！嬉しいな！サンタさん，本当に

ありがとう！」「これからも素敵な魔法を使っ

て世界中を幸せにしてくれ」「まかせて下さ

い！」サンタさんとユキ・ダルマンは強い絆で

結ばれていました。

　サンタさんはソリにのり，子どもたちにプレ

ゼントを届けるためにまた夜空をかけ回ってい

きました。
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創作文（学生Ｆ）

【題名：サンタさんとお星様の靴】

　ある森の奥の奥，サンタさんが住む小さくて

暖かいお家がありました。もうすぐクリスマス，

サンタさんは大忙しでプレゼントを用意してい

ます。「よっこらせどっこいせ」サンタさんが

町の方からプレゼントを持って帰ってきたとき

「ジャボーン」片方の靴が池の中にはまってし

まいました。「さいあくだ～明日がクリスマス

なのに」。そう今日はクリスマスイブ。これだ

と冷たくて歩けません。何とかがんばって帰っ

てきたサンタさん。双子の雪だるまちゃんから

声をかけられました。「まあサンタさん靴ぬげ

ちゃったの？」「そうなんだよ～どうすればい

いんだ～！」悩んでいると雪だるまちゃんがい

いました。「たき火の近くで乾かせばいいんじゃ

ない？」「そうだね！！そうしよう！！」さっ

そくサンタさんは木の枝とマッチを使ってたき

火を作りました。そして木の枝に靴をひっかけ

て近くにおきました。

　「これで大丈夫だ！！早く乾くといいな」サ

ンタさんはうれしくなってたき火の前に座って

ココアを飲みました。するとつかれたのでしょ

う。だんだんウトウト．．．。サンタさんは寝て

しまいました。

　「サンタさん！！サンタさん！！」

　「うえぇ～？」目をこすりながら起きると．．．

なんと靴が黒こげになってしまいました！！寝

ている間に燃えてしまったようです。

　「大丈夫？私たちも寝てましたから．．．」雪だ

るまちゃんたちが悲しそうにしています。

　「君たちのせいではない！！だがどうしたも

のか。もうクリスマスなのに」サンタさんは困っ

てしまいました。これだとプレゼントは届けら

れません。

　「ドウサレタンデスカー」と変な高い声が聞

こえてきました。モス ,,, モス ,,, と雪だるまの

モスくんが来ました。

　「オオキイコエガシタカラー」

　「ごめんねモスくん。実は．．．」とサンタさん

は今まであったことをモスくんに話しました。

　「ソウデスネ。ジャアボクノデバンカナー。」

モスくんは突然なにかの呪文をとなえました。

　「モスモス～モスモス～クツシタと～クツに

～変身～シロ！！」そうとなえるとモスくんと

サンタさんの周りがキラキラしはじめました。

するとモスくんのマフラーが靴下に，ニンジン

の鼻が靴に変身しました。

　「すごいな！モスくん！ありがとう～！」こ

れでプレゼントが届けられると思ったサンタさ

んでしたが，

　「バキ！！バキバキバキキ．．．！」なんとい

うことでしょう，はしゃいでたら靴がバキバキ

に崩れてしまいました。ニンジンだからしょう

がないですね。「うわぁ～！！どうしよう！！」　　

　「アーコワレチャッタヨ」

　「モスくん，どうにかもう一足は作れないの

かい？」

　「ゴメンナサイネ。ボク，ニンジンとマフラー

シカ変身ナラナイヨ」サンタさんもモスくんも

お手上げです。

　「はあ．．．お願いだよ　プレゼントを届けさ

せてくれ。その時だけでいいから靴を．．．」

　キラーン！！　サンタさんがそう願っている

と空から一つの星が落ちてきました。

　大きな星です。

　「なんで星が落ちてきたんだ？」

　「私達聞いたことがあるよ」雪だるまの双子

が言いました。

　「なんでも一つお願い事を叶えてくれるって」

　「そんなすごいことが！！どうしようか．．．
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あっ」

　サンタさんお願い事がありましたね。

　「せーの，プレゼントを届けるときだけ片っ

ぽの靴になってください！！」

　サンタさんがそうお願いすると星はキラキラ

と輝きはじめ，金ぴかの靴に変身しました。す

ごく丈夫そうです。

　「やった～！！これでプレゼントを届けられ

るぞ！！」

　「やったやったー！！」

　「ヤッタネサンタサン」みんな喜びです。

　「よしっ，そうときまればプレゼントをみん

なに届けにいくぞ！！モスくんの靴下もあった

かいし大丈夫！！」そういってサンタさんはト

ナカイと一緒にみんなの元へプレゼントを届け

に行きました。ある子はお空にトナカイとキラ

キラのお星様がみえたみたいです。

　次の日，サンタサンはモスくんと一緒に燃え

なくて丈夫な靴を作りました。次のクリスマス

は大丈夫だね。　

おしまい。

創作文（学生Ｇ）

【題名：赤いマフラーとサンタクロース】

　ある山奥に明りのともった家がありました。

この家には小さな男の子が住んでいます。そし

て今日はクリスマスです。男の子はサンタサン

に「サンタへ，赤色のかっこいい靴がほしいで

す。」とお手紙を書いて靴のプレゼントをお願

いしました。男の子は今か今かとそわそわしな

がら待っています。その頃サンタさんは，子ど

も達にプレゼントを届けるためにおおいそがし

です。今月中に届けないといけないプレゼント

が沢山あります。

　子ども達が寝た頃にサンタさんはどんどんプ

レゼントを届けに行きます。そして最後の男の

子のプレゼントだけになりました。男の子の家

に向かっている途中に大きな穴に落ちてしまい

ました。サンタさんは「たすけて～」と叫んで

も，山の中なので誰もいません。サンタさんは

がんばって登り，穴からでることができました。

ですが，登っている時に靴が脱げて無くなって

しまいました。

　「どうしよう。靴がないとプレゼントを届け

に行けないよ。」と困っていると，どこからか

音が聞こえてきて，目の前に赤いマフラーを付

けた雪だるまが現われました。サンタさんは，

雪だるまに「靴がなくて困っているの。助け

て！」と言いました。そしたら，なんと雪だる

まが魔法の呪文を唱えると，赤いマフラーが靴

に変身しました。サンタはもらった靴を履いて，

雪だるまにお礼を言うと再びプレゼントを届け

に行きました。

　だんだん日が明るくなってしまいました。

　「急がないと！」このままだと間に合いませ

ん。サンタさんは走りました。なんとか男の子

の家に着き，そーっと入り，クリスマスツリー

の下にプレゼントを置き任務完了しました。サ

ンタさんは安心して「ふぅー」っと息をはきま

した。雪だるまがくれた靴。おかげで今年も子

ども達にプレゼントを無事全員に届けることが

できました。

Ⅳ．考察　

　以上は，絵本や紙芝居の読み聞かせ活動の充実

を目指して行われた，卒業研究計画前半部分の報

告である。

　学生たちには，メルヘンスケープ法を体験して

もらった。学生たちは，呈示されるパーツを使い，

授業者から呈示される発問によって物語をつくっ

た。その中で，学生たちが状況対応力と発想力を
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広げることに期待した。スケープづくりと発問か

ら，自らの発想を広げることを学生たちは行って

いる。当然ではあるが創作された物語には，学生

たちが自ら行った解釈と意見の共有から得られた

解釈が混在して現われる。それぞれの学生によっ

て，自らの解釈と共有された解釈の占める割合は

異なる。

　例えば，学生 A は学生 B の「マフラーをお守り」

にするというアイデアを問題解決方法としてお話

に組み込んでいた（学生 A の創作文内下線部）。

　学生Ｂは他の学生たちの「魔法」を使うという

アイデアに対し「まほうを使っていくのがおもし

ろい。」（表３）と記述していた。そのアイデアと

自身の「雪だるまさんパワー」（表３）というア

イデアを組み合わせ「サンタさんにまほうをかけ

ました。ゆきちゃんのパワーで，サンタさんの新

しいくつができました。」（学生Ｂの創作文内下線

部）と表現していた。

　学生Ｃははじめからサンタクロースが「おっ

ちょこちょい」であるという設定をしていた（表

２及び学生Ｃの創作文内下線部）。そのアイデア

をタイトルにも内容にも反映している。また，学

生Ｃは学生Ａの「プレゼントをこっそり届けに行

くことが出来るか」と学生Ｂの「子どもにバレ

ちゃったらどうしようと困っていて」（表２）と

いうアイデアを「バレたらどうしよう」「こっそ

り，プレゼントを届けに行けるかな」というよう

に共有内容のメモに記載していた。学生 C の創

作文には，「こっそり届ける」という文言は使用

されていない。しかし，「子どもたちは目を覚ま

してプレゼントが家にあって大喜び」の記述から

も，共有された「こっそり」の気持ちが内包され

ていると考えられる。

　学生Ｄは「靴をはかなくても足が冷たくならな

いように魔法をかけた」という解決方法を自ら発

想していた（表３）。その発想を創作文に生かし

ている（学生Ｄの創作文内下線部）。表３では他

の学生のアイデアも共有内容として記載していた

が，自身のアイデアを優先して物語を完成させて

いる。

　学生Ｅは，サンタクロースが困っている理由に

ついて，他の学生との共有内容が未記入であった

（表２）。自身で考えた段階で「サンタの片方の靴

が脱げてしまう。でもトナカイはとまらず世界を

かけ回るので，サンタは片方の足がつめたすぎて，

歩けなくて困っている。」（創作文内下線部）と，

すでにある程度ストーリー展開が決まっていた可

能性がある。表１においても共有内容が未記入で

あった。雪だるまが「キラキラ魔法を使って金ぴ

かのくつをつくってあげ」たというアイデアも自

身の発想によるものである（創作文内及び表３）。

学生Ｅも自身のアイデアを優先して物語を完成さ

せた事例といえるだろう。

　学生 F は，自身の「ニンジンを靴に，マフラー

を靴下に」（表３内下線部 e) 及び創作文内下線部）

というアイデアを存分に生かした創作文を仕上げ

ていた。しかし，創作文のはじめで「片方の靴が

池の中にはまってしまいました。」→「『たき火の

近くで乾かせばいいんじゃない？』」→「さっそ

くサンタさんは木の枝とマッチを使ってたき火を

作りました。」という記述がある。これは学生Ｄ・

学生Ｇがスケープのあたたかなイメージから「た

き火」を想起したことに由来するかもしれない（表

１）。学生Ｄと学生Ｇは表２でも「たき火」から

アイデアを膨らませている。学生Ｆは自身のメモ

にはこのような学生Ｄ・Ｇのアイデアを記載して

いないが，創作文には活用している。 

　そして学生Ｇは，援助者の解決方法として「何

でも変身できる雪だるまが靴になってくれる。」

（表３内下線部 f））というアイデアを自ら記載し

ていた。しかし，完成した創作文では「雪だるま

が靴に」なったのではなく「赤いマフラーが靴

に」なっている（学生Ｇの創作文内下線部）。学

生Ｇの創作文は，他者の共有メモは直接反映され

ず，自身のアイデアを改変しながら構成された例

となっている。

　以上のように学生たちはどの場面おいても，自

らの解釈と共有された解釈を巧に取捨選択し，物

語づくりを行っていた。メルヘンスケープ法は，

物語づくりに学習者を自然に引き込み，共有内容
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を取捨選択することを誘発する。その結果，学生

たちは他者の発想を参考にしつつも，自らの独自

性を発揮したお話をつくっていた。私見を述べる

ようだが，学生たちの創作文はどれもユニークで

あり，多様な発想を共有することで個人の発想を

より魅力的なものに昇華させたのではないかとも

考えられる。

　メルヘンスケープ法による物語づくりは，学生

たち自らの見る力・感じる力を向上させた。そし

て，自ら考えたストーリーと共有したストーリー

を取捨選択し物語づくりを経験することができ

た。これらはひいては，子どもを見る力・感じる

力の育成にも大きく寄与するものと期待できる。

　次稿では，メルヘンスケープ法を体験した学生

たちが，子どもに対して紙芝居活動を行った様子

について報告する。メルヘンスケープ法の体験で

学生たちは，物語づくりを行う立場であった。し

かし，今度は子どもたちの物語づくりを促す立場

となる。報告では，学生たちが作成した紙芝居，

子どもに物語づくりを促す工夫や仕掛け，　及び，

子どもたちの積極的な反応について詳細を述べる

予定である。
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編集後記

　「看図アプローチ」は，北海道教育大学岩見沢校で生まれました。鹿内は 30 年間岩見沢校に在職し

ていました。『全国看図アプローチ研究会研究誌』記念の 30 号は，鹿内の岩見沢校での教え子たちが

執筆した 3 編の論文で構成されています。

　第 1 論文の白川陽一は，鹿内岩見沢校在職期間最後の指導学生です。白川は大学時代から一貫して「社

会とつながる」ということを自らのテーマとしてキャリアを重ねてきました。現在の職場も大学の「社

会連携室」というセクションです。第 1 論文は学生と企業が連携して行なったスケールの大きな SDGs

実践の記録です。また，看図アプローチは活用範囲の広いメソッドであることを示してくれる重要な論

文になっています。

　第 2 論文の江草千春は岩見沢校英語教育専攻の卒業生です。江草は，鹿内の直接の指導学生ではあ

りません。それでも江草は大学卒業後も，折に触れて私の研究室を訪れてくれました。また研究熱心な

英語教員として活躍してきました。江草は，綿密な先行研究分析を重視した実践研究を重ねています。

学問研究の王道を行く方法を取りながら江草は「看図アプローチを活用した定時制高校での英語授業モ

デル」を完成しつつあります。その成果の一端を記念の 30 号に掲載することができました。

　第 3 論文の渡辺聡は，鹿内が岩見沢校に着任してすぐに担当した，第 1 号の指導学生です。卒業後

は小学校教員となり，3 つの学校で校長を務めた後大学教員に転身しました。渡辺はこの間ずっと鹿内

と一緒に教育研究に取り組んでくれました。「創造的読み」の研究が「看図作文」→「看図アプローチ」

の研究に発展していくプロセスにずっと伴走してくれました。渡辺は羽陽学園短期大学に勤務していま

す。現在，全国の短期大学は荒波にもまれています。羽陽学園短期大学も例外ではありません。渡辺は

地域のエッセンシャルワーカー養成機関を存続させるため日々奔走しています。学生募集活動に多くの

時間を取られますが，入学してくれた学生さんたちに実践力をつける取り組みにも力を尽くしています。

今回は，地域のニーズに応えうる保育者を養成するために行なった看図アプローチ実践の記録を投稿し

てくれました。

　記念の30号も看図アプローチの汎用性の高さと社会的意義を感じさせる充実の研究誌になりました。

＜表紙を読み解く＞

　今回は「表紙を読む」というより「表紙を紹介する」になります。

　表紙写真は北海道教育大学岩見沢校です。本研究誌編集長の石田ゆき

が撮りためていた写真の一部です。石田も岩見沢校の卒業生なのです。

皆ここで鹿内と出会いそして看図アプローチの発展を支えてくれていま

す。ありがたいことです。感謝。

文責　鹿内信善
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